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令和を担う新成人



令和初の成人式

将
来
の
竹
田
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

新
成
人
代
表

　今
村  

善
喜

新時代へ夢誓う
　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で
開
か
れ
た

式
に
は
、
成
人
を
迎
え
た
２
０
８
人

の
う
ち
、
１
４
４
人
の
新
成
人
が
出

席
。
首
藤
勝
次
市
長
が
新
成
人
代

表
の
吉
野
空
さ
ん
（
直
入
中
卒
）
と

渡
邊
晴
香
さ
ん
（
竹
田
中
卒
）
に
成

人
証
書
を
授
与
し
、
野
田
良
輔
副

市
長
が
兒
玉
志
保
さ
ん
（
竹
田
中

卒
）
に
記
念
品
の
ス
リ
ム
ボ
ト
ル
を

贈
り
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
元
号
が
平
成
か

ら
令
和
へ
と
移
っ
て
最
初
の
成
人

式
。
自
分
で
し
か
歩
め
な
い
す
ば
ら

し
い
個
性
的
な
人
生
を
歩
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
新
成
人
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
新
成
人
を
代
表
し
て

今
村
善
喜
さ
ん
（
竹
田
南
部
中
卒
）

が
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。

　
令
和
の
時
代
を
担
う
皆
さ
ん
の

大
い
な
る
飛
躍
と
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　１月12日、「令和２年竹田市成

人式」が行われ、華やかな振り袖

や真新しいスーツに身を包んだ令

和初の新成人たちが、大人として

の自覚と責任、決意を胸に新たな

門出を迎えました。

新成人を代表して「誓いのことば」を述べる今村善喜さん

↑新成人を代表して吉野空さんと渡邊晴香さんに首藤
市長から成人証書が贈られました

↑野田副市長から記念品を受け取る兒玉志保さん

　
私
た
ち
は
平
成
11
年
度
に
生
ま

れ
、
多
く
の
時
間
を
こ
の
竹
田
市
で

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
祖
母
・
く
じ
ゅ
う
連
山
の
麓
に
位

置
し
、
雄
大
な
久
住
高
原
や
長
湯

の
温
泉
群
と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
の

恩
恵
に
加
え
、
楽
聖
瀧
廉
太
郎
も

愛
し
た
岡
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る

歴
史
的
遺
産
が
点
在
す
る
ふ
る
さ

と
の
地
。
ま
た
、
私
た
ち
が
成
人
と

な
る
ま
で
見
守
り
支
え
続
け
て
く

れ
た
家
族
や
と
も
に
成
長
し
て
き

た
友
人
、
温
か
く
も
厳
し
い
声
を
か

け
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
、

遠
く
か
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地

域
の
皆
様
方
。
自
然
・
歴
史
・
人…

こ
の
竹
田
市
と
い
う
恵
ま
れ
た
環

境
で
生
ま
れ
育
ち
、
新
成
人
と
し
て

こ
の
場
に
立
て
る
こ
と
を
深
く
感

謝
す
る
と
同
時
に
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は
今
、
大
学
に
通
い
な
が
ら
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
多
く
の
方
々
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
担
う
世
代
と
し
て
の
期
待

の
声
を
掛
け
ら
れ
ま
す
。
大
人
に
な

る
こ
と
へ
の
責
任
の
大
き
さ
を
感

じ
、
時
折
立
ち
止
ま
り
た
く
な
る
時

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
時
間
は

待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
成
人
を
迎

え
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
自
身
の
行
動

に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
行
動
を
通
し

て
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
竹
田

市
へ
の
恩
を
少
し
で
も
返
し
て
い
き

た
い
。
こ
の
気
持
ち
を
伝
え
る
べ

く
、
新
た
な
世
代
と
し
て
将
来
の
竹

田
市
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

ま
ず
は
大
学
の
学
業
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
の
中
で
努
力
研
鑽
を
積
み

重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す

る
と
と
も
に
、
一
人
の
大
人
と
し
て

社
会
の
皆
様
に
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
行
動
を
心
掛
け
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
。

は
る  

か

よ
し
の
ぶ

よ
し  

の
ぶ
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２月号

今月の目次　Lineup今月の目次　Lineup

人口のうごき

※令和２年１月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,386  人 　（－ 40 人 ）

男　性　10,024  人 　（－ 21 人 ）

女　性　11,362  人 　（－ 19 人 ）

世帯数　10,185 世帯 （－ 12 世帯）

新時代へ夢誓う

防災へ決意新た ほか

笑顔あふれる令和の新春 ほか

若者の発想で温泉地の魅力創出 ほか

ふるさとの魅力を再発見 ほか

世界の中の竹田を知る ほか

ドイツを知り、夢描く

ＴＯＰ懇談会を開催します ほか

４氏に人権擁護委員を委嘱 ほか

春を呼ぶ熱い走りに声援を！ ほか

グランツたけた情報

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報／

婚活コラム

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子

育て小児科

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

竹田でにゃんこ探し！／アッパレ！100歳 ほか

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめでとう

忘れずに！市県民税申告

2

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

16

22

23

24

25

26

27

28

別冊

■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

ぼくたち・私たちの学び舎は今回で終了いたします。
長らくのご愛読ありがとうございました。

新時代にかける思いを聞きました！

新成人、令和を翔ける

↑友人や恩師との久々の再会を喜んでいた新成人たち

↑昨年の雛まつりの様子（竹田創生館）

①現在の状況②20年を振り返って心に残っていること③理想とする大人

像④将来の夢や目標⑤ひとこと

奈良黛青さん（竹田中卒）

①三菱電機ビルテクノサービス（大分市）に就職し、エレベーターの保

守点検をしています②高校野球。仲間と一緒に過ごした３年間は私のか

けがえのない宝物です③常識があり、皆から慕われるカッコイイ大人。

仕事ができ、後輩の面倒見のよい、会社の先輩のような人が目標です

④お世話になった家族や先生、友達に恩返ししていきたい⑤お客さんと

の関わりを大切にして、後輩に慕われる先輩になりたいです

後藤香澄さん（緑ヶ丘中卒）

①九州大谷短期大学（福岡県）で演劇や放送を専攻し、ナレーションに

ついて学んでいます②中学生のときにドイツ派遣事業で渡欧したこと。

言葉が通じるありがたみを感じ、家族への感謝の気持ちや日々の大切さ

を実感できるようになりました③厳しくも優しく包み込んでくれるお母さ

ん④声を使った仕事に就きたい。世界を旅したい⑤両親にこれまで注い

でもらった愛情で、私も愛情たっぷりな家庭を築きたいです

井　敦司さん（竹田南部中卒）

①ダイハツ九州（中津市）に就職し、自動車のエンジンに部品を取り付

ける仕事をしています②就職が決まったとき。もともと車が好きで、自分

のやりたいことが現実になって嬉しかったです③④誰かの手本になれる

ような人。社会に貢献できる人になりたい⑤やりがいを感じている今の

仕事。定年になるまで頑張って働きます

渡邉百香さん（久住中卒）

①広島大学に進学し、文学部で英語を専攻しています②中高の部活動が

一番の思い出です③中学のときの恩師。一人ひとりにきちんと向き合い、

教育に情熱を持っている先生です④教員免許を取って地元に帰ることが

目標です⑤竹田は自然が多く、空気が澄んでいて、星がとてもキレイだ

と改めて感じます。人の温かさも大好きです。恩師の先生方を目標に、

子どもたちに信頼される先生になって、竹田に戻ってきます

早春の城下町を彩る雛まつり
　第22回岡藩城下町雛まつりが２月14日㈮～３月８

日㈰まで、竹田城下町界隈で開催されます。江戸時

代から昭和までの趣深い雛人形や竹田オリジナルの

竹雛などが、約

40か所で展示さ

れます。ぜひ、

早春の城下町で

春の訪れを感じ

てみてはいかが

でしょうか？

な　ら  たいせい

ご  とう  か  すみ

い　　   あつ し

わたなべもも  か
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防災へ決意新た

選挙関係功労者表彰

防災へ決意新た ほか

↑新年の空に勢いよく水しぶきの上がった放水点検

↑規律正しい動きで力強く分列行進を行う消防署員
や消防団員

↑消防団員の服装点検を行う首藤市長ほか点検者の
皆さん

↑受賞された（左から）吉野眞正さん、𠮷岡雄三さん、木村信義さん、
穴見一男さん

　
１
月
11
日
、
穏
や
か
な
天
候
の
下

で
、「
令
和
２
年
竹
田
市
消
防
出
初

式
」
が
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
署
員
や
消
防
団
員
な
ど
約
４

０
０
人
が
参
加
。
会
場
に
詰
め
か
け

た
多
く
の
市
民
が
見
守
る
中
、
統
制

の
取
れ
た
「
人
員
服
装
点
検
」
や
「
放

水
点
検
」、「
分
列
行
進
」
等
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
活

動
に
従
事
し
た
団
員
な
ど
、
功
労
の

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
昼
夜
を
問
わ
ず
、
地
域
防
災
の
要

と
し
て
活
動
し
て
い
る
消
防
署
・
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
。
本
年
も
市
民
の

尊
い
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
使

命
感
を
持
っ
て
消
防
活
動
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

直
入
方
面
隊
　
佐
藤
孝
誠
▽
竹
田

方
面
隊
　
西
山
哲
彰

 

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

○
功
績
章

竹
田
方
面
隊
　
児
玉
英
幸

○
精
績
章

荻
方
面
隊
　
菅
徳
寿

○
勤
続
章

竹
田
方
面
隊
　
工
藤
豊
一
▽
荻
方

面
隊
　
大
津
恵
三
・
本
田
武
士
▽

久
住
方
面
隊
　
大
神
正
己
▽
直
入

方
面
隊
　
熊
谷
芳
浩
・
工
藤
正
蔵
・

首
藤
敬
蔵

 

大
分
県
知
事
表
彰

○
消
防
功
労
章

竹
田
方
面
隊
　
佐
藤
和
男
▽
荻
方

面
隊
　
阿
南
浩
二
▽
久
住
方
面
隊

浅
倉
洋
二

○
永
年
勤
続
功
労
章

竹
田
方
面
隊
　
宮
本
浩
二
▽
荻
方

面
隊
　
太
田
修
道

 

竹
田
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章
（
勤
続
15
年

以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
髙
宮
正
彦
・
渡
　

文
彦
・
大
塚
隆
司
・
佐
藤
隆
行
・
宮

本
幸
治
・
野
田
博
幸
・
安
達
友
彦
・

本
田
武
史
・
後
藤
寛
和
▽
荻
方
面

隊
　
後
藤
壮
・
後
藤
康
太
・
下
田
哲

照
・
工
藤
修
平
・
山
村
明
・
後
藤
克

寿
・
甲
斐
大
蔵
・
原
秀
彰
・
山
村
寿

和
・
後
藤
豊
文
▽
久
住
方
面
隊
　

後
藤
祥
司
・
工
藤
光
太
・
渡
邊
誠
・

畑
山
健
一
・
倉
原
郁
▽
直
入
方
面
隊

大
塚
修
一
・
角
田
友
樹
・
古
荘
聡

一
・
首
藤
優
作
・
大
塚
稔
・
羽
田
野

祐
介
・
甲
斐
康
博

○
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
10
年

以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
松
田
浩
二
・
足
立

浩
一
・
甲
斐
浩
三
・
山
口
毅
・
深
田

徹
・
府
内
哲
也
・
安
達
一
徳
・
飛
賀

洋
一
・
副
田
親
博
▽
荻
方
面
隊
　
久

良
勇
一
・
髙
橋
孝
一
郎
・
後
藤
修
・

猪
野
隆
志
・
阿
南
浩
一
・
菅
幸
一
▽

久
住
方
面
隊
　
大
神
光
久
・
後
藤

鉄
也
・
中
村
祐
二
・
吉
野
博
文
・
金

丸
竜
也
・
工
藤
勇
・
吉
野
正
弘
・
工

藤
和
成
・
藤
本
浩
幸
・
佐
藤
久
幸
▽

直
入
方
面
隊
　
中
島
文
司
・
宮
﨑

彰
一
・
石
川
鉄
也

 

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
秦
健
太
郎
・
工
藤

芳
之
・
田
部
貴
之
・
鍵
小
野
智
哉
・

廣
瀨
啓
三
・
佐
田
将
治
・
菅
孝
道
・

堀
慎
也
・
工
藤
心
平
・
一
森
裕
次
・

舞
潤
一
・
伊
東
孝
▽
荻
方
面
隊
　
後

藤
真
澄
・
楢
木
野
和
也
・
後
藤
徹
央

▽
久
住
方
面
隊
　
三
苫
和
典
・
志

賀
亮
平
・
渡
部
祐
司
・
渡
邉
一
義
・

松
田
吉
正
・
阿
部
翔
太
・
村
田
栄

勝
・
佐
藤
正
彦
・
川
越
雄
志
・
辻
松

徹
▽
直
入
方
面
隊
　
工
藤
剛
志
・

岩
下
侑
平
・
廣
瀬
康
文

　
明
治
22
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙

法
の
公
布
か
ら
１
３
０
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、「
選
挙
制

度
１
３
０
周
年
記
念
表
彰
」
が
行

わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
選
挙
の
管

理
執
行
等
に
精
励
さ
れ
た
本
市
の

４
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
授
与
さ

れ
た
の
は
��
岡
雄
三
さ
ん
（
83
歳
・

上
鹿
口
）
、
総
務
大
臣
感
謝
状
を
贈

ら
れ
た
の
は
木
村
信
義
さ
ん
（
71

歳
・
瀬
戸
杉
の
原
）
、
吉
野
眞
正
さ

ん
（
73
歳
・
上
町
）
、
穴
見
一
男
さ

ん
（
69
歳
・
馬
場
）
で
す
。
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石
田
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

笑
顔
あ
ふ
れ
る
令
和
の
新
春

初日の出に願い込め

笑顔あふれる令和の新春 ほか

　
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
新
春
。
穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
た

正
月
三
が
日
に
は
、
市
内
各
所
で
新
年
を
祝
う
催
し
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　元旦の恒例行事「2020年荻地域新春

歩こう会」が開かれました。

　マイナス４度を下回る冷え込みに、参

加者は吐く息を白くさせながら高鼻公園

までの約５キロの道のりを歩き、祖母・

傾山系の峰々の間から覗いた神々しい初

日の出に、今年１年の健康や幸せを祈っ

ていました。

新年のスタートダッシュ！
　新年の走り初め「第43回相良慶隆杯竹田新春マ

ラソン大会」が１月２日、竹田市総合運動公園陸上

競技場で開催されました。

　大会には11種目に延べ110人がエントリー。開会

式では直入中学校２年の大塚裕介選手が「新年に

ふさわしいスタートが切れるよう最後まで走り抜く

ことを誓います」と力強く選手宣誓をしました。

　新春のやわらかな陽射しのもと、選手たちは

ゴールを目指して健脚を競いました。

　日本古来の正月遊び「たこあげ」を次世代に継承していこ

うと、「第33回新春たこあげ大会」が１月３日、竹田市総合運

動公園で行われました。

　市内外から約90人が参加。子どもたちは親や祖父母、市レ

クリエーション協会員に教えてもらい、ビニール凧づくりに挑

戦しました。完成した凧を手に広場へ移動し、グラウンドを走

り回りながら凧を揚げていた子どもたち。新春の光り輝く空に

は色とりどりの凧が舞い立っていました。

輝き舞い立つ無数の凧

　
石
田
和
男
さ
ん
（
82
歳
・
下
木
）

が
「
地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
自
治
会
や
町
内
会

等
の
代
表
者
と
し
て
通
算
15
年
以

上
在
職
し
、
地
域
的
な
共
同
活
動

を
通
じ
て
、
良
好
な
地
域
社
会
の

維
持
・
形
成
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
賞

で
、
石
田
さ
ん
は
24
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
下
木
自
治
会
長
と
し
て

行
政
と
の
連
絡
調
整
に
努
め
る
と

と
も
に
、
自
治
会
内
の
行
事
や
防

災
・
防
犯
活
動
、
稲
葉
川
の
清
掃

活
動
等
に
よ
る
住
民
相
互
の
連
携

や
協
調
を
図
り
、
自
治
組
織
の
発

展
、
地
域
福
祉
の
向
上
と
豊
か
で

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

↑総務大臣表彰を受賞された
　石田和男さん

↑一斉にスタートを切る選手たち

↑「『ONE TEAM』で頑張ります」と岩屋くん

↑干支のネズミやキャラクターのイラストを描いた世界に一つだけのビ
ニール凧を手にする子どもたち

↑令和になって初めての歩こう会には１歳から72歳までの100人が参加。
参加者は輝かしい初日の出に願いを込めていました

　大分ラグビースクールの岩屋武琉く

ん（竹田小６年）が、２月22・23日に神

奈川県横浜市で開催される「第12回ヒー

ローズカップ決勝大会」に出場します。

　列島が熱狂したラグビーワールド

カップ日本大会後は部員が増え、現在

約150人が所属している同スクール。小

学１年からラグビーを始めた岩屋くんは

週２日、大分市まで通い、１日２時間半

の練習を積んでいます。チームでは司

令塔「スタンドオフ」を担い、「６年間

の集大成として、全力で勝ちにいきま

す」と決意を込めていました。

　
��
岡
さ
ん
は
17
年
に
わ
た
り
竹

田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委

員
を
務
め
ら
れ
、
平
成
20
年
か
ら

は
同
協
議
会
会
長
と
し
て
選
挙
制

度
の
普
及
・
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
木
村
さ
ん
ら
は
平
成
21
年

か
ら
10
年
に
わ
た
り
公
正
な
選
挙

の
管
理
執
行
を
行
う
竹
田
市
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

岩屋くんが全国大会へ
たけ  る
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若者の発想で温泉地の魅力創出 ほか

運動習慣の定着を！
トレーニングルームを利用して

↑宣言書を手にする（左から）首藤市長、大分大学の
高見博之経済学部長、長湯ホットタブの小星重治代
表取締役

↑毎週火・金曜日に開かれている「健幸運動教
室」。インストラクターの指導により下肢等の
筋力低下を防ぐプログラムを行っています

↑「若者の力で長湯を活性化します！」と、長湯温泉
PR隊に任命された大分大学経済学部社会イノベー
ション学科の渡邊ゼミの学生ら

若
者
の
発
想
で
温
泉
地
の
魅
力
創
出

長
湯
温
泉
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

　
旅
行
形
態
の
変
化
や
温
泉
利
用

者
の
高
齢
化
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
率

の
低
下
、
加
え
て
若
年
層
の
温
泉
離

れ
が
進
む
な
ど
、
温
泉
地
を
取
り

巻
く
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
国
立
大
学
法
人

大
分
大
学
経
済
学
部
の
渡
邊
博
子

教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
実
践
と
課
題
解
決
」
を

テ
ー
マ
に
、
昨
年
５
月
か
ら
長
湯
温

泉
の
温
泉
地
形
成
の
取
り
組
み
と

課
題
、
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
を
運
営
す

る
株
式
会
社
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
の
経

営
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
学
生
の
自
由
な
発
想
に
よ
る
新

た
な
温
泉
地
の
魅
力
創
出
と
活
性

化
を
図
ろ
う
と
、
竹
田
市
並
び
に

本
市
と
相
互
協
力
協
定
を
結
ぶ
大

分
大
学
、
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
の
３
者

で
「
長
湯
温
泉
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
り
、
１
月
23

日
、
直
入
支
所
で

発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
約
30

人
が
出
席
し
た
式

で
は
、
首
藤
市
長
と
大
分
大
学
の
高

見
博
之
経
済
学
部
長
、
長
湯
ホ
ッ

ト
タ
ブ
の
小
星
重
治
代
表
取
締
役

が
発
足
宣
言
書
に
署
名
。
首
藤
市

長
は
「
産
学
官
連
携
に
よ
る
新
た
な

挑
戦
。
先
人
た
ち
が
『
個
性
の
あ
る

温
泉
地
づ
く
り
』
を
目
指
し
、
歩
み

を
進
め
て
き
た
長
湯
温
泉
を
若
者

の
感
性
で
磨
き
上
げ
て
ほ
し
い
」、

高
見
学
部
長
は
「
ア
イ
デ
ア
を
創

出
し
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決
策
に

つ
い
て
学
ぶ
学
生
た
ち
が
、
行
政
や

企
業
、
地
域
の
方
々
と
の
結
び
つ
き

を
深
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
果
敢
に

挑
戦
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
小
星
代
表
取
締
役
は

「
町
ぐ
る
み
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
み
、
長
湯
温
泉
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
し
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
若
い
世
代
に
長
湯
温
泉

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
」「
長
湯

温
泉
を
通
じ
、
人
と
人
、
地
域
と
地

域
の
絆
を
繋
げ
る
」
な
ど
、
宣
言
書

の
活
動
内
容
を
考
案
し
た
渡
邊
ゼ

ミ
の
３
年
生
11

人
を
長
湯
温
泉
Ｐ

Ｒ
隊
に
任
命
。
学
生
ら
は
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
、
学
部
生

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
全

体
の
４
分
の
３
が
「
長
湯
温
泉
を
知

ら
な
い
」
と
答
え
、
知
っ
て
い
る
人

の
半
数
は
テ
レ
ビ
か
ら
情
報
を
得
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
学
生
ら
は
情
報
ツ
ー
ル

に
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

を
利
用
す
る
若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
、「
な
が
ゆ
」
と
若
者
の
英

表
記
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
」
を
掛
け
合
わ

せ
た
造
語
「
＃
な
が
ゆ
〜
す
」
を
発

案
。
今
後
、
利
き
湯
や
野
菜
収
穫
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
特
産
品
を
使
っ
た

商
品
の
開
発
、
長
湯
を
訪
れ
た
若

者
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
促
す
観
光
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
、
若
者
な
ら
で
は
の

ア
イ
デ
ア
を
地
域
の
人
と
協
働
で

実
現
さ
せ
、
温
泉
地
と
し
て
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
温
泉
利
用
型

健
康
増
進
施
設
（
運
動
施
設
）
と
し

て
認
定
を
受
け
て
い
る
竹
田
市
直

入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
。

昨
年
３
月
に
同
体
育
館
内
に
設
置

さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

は
、
10

種
類
14

台
の
運
動
機
器
を

使
い
、
日
々
利
用
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
機
器
を
安
全
か
つ
効
果

的
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
利

用
の
手
引
き
を
作
成
。
昨
年
10

月

か
ら
は
竹
田
市
総
合
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
協
会
（
斎
藤
純
二
会
長
・
42

人
）
に
業
務
を
委
託
し
、
専
門
的
な

知
識
を
有
し
た
常
駐
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
運
動
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
火
曜
日
は
同
体
育
館
で
、

金
曜
日
に
は
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
「
健
幸
運
動
教
室
」

を
開
き
、
不
活
動
状
態
が
長
く
続

く
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
の
機
能
低
下

を
招
く
廃
用
症
候
群
の
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
30

分
を

超
え
る
運
動
を
週
２
回
以
上
行
っ

て
い
る
人
は
約
３
割
。
３
人
に
２
人

は
運
動
習
慣
が
な
く
、
医
療
費
の

抑
制
、
健
康
寿
命
や
介
護
保
険
の

新
規
認
定
の
延
伸
に
向
け
、
運
動

の
習
慣
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
斎
藤
会
長
は
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
利
用
者
は
１
日
４
〜
５

人
。
毎
日
の
運
動
や
雨
天
時
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
最
適
で
、
温
泉
施
設

と
連
携
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

提
供
で
き
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
休
館

日
の
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）
を
除
く
、
午
前
９
時
〜
午
後

９
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
料
金
は

２
時
間
で
３
３
０
円
。
お
問
い
合
わ

せ
は
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
☎

75-

２

２
４

３

）
ま
で
。

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
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ふるさとの魅力を再発見 ほか

地
域
に
残
る
文
化
財
を
学
ぶ

甘
い
イ
チ
ゴ
に
笑
顔 ふるさとの魅力を再発見

↑瀧廉太郎記念館で武家屋敷の構造を学ぶ児童たち

↑地域に伝わる伝統芸能「白熊」を披露する児童たち

　
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
で
は
、

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
歴
史
を

知
り
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
市
内
の
小
学
校
を
対

象
に
文
化
財
資
料
を
活
用
し
た
出

前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12

月
20

日
に
は
豊
岡
小
学
校
の

６
年
生
に
、「
江
戸
時
代
と
明
治
時

代
の
竹
田
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
岡
城
跡
を

題
材
に
、
中
世
と
近
世
の

城
郭
の
構
造
や
役
割
の
違

い
を
学
習
。
実
際
に
城
下

町
に
残
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
の

建
物
を
見
学
し
、
岡
藩
士
が
生
活

し
た
武
家
屋
敷
と
商
人
た
ち
が
商

売
や
生
活
を
し
た
町
家
を
比
較
し

て
、
そ
の
構
造
の
違
い
の
多
さ
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
明
治
時
代
に
起
業
し
た

竹
田
水
電
や
四
山
社
（
製
糸
工
場
）

と
い
っ
た
企
業
の
跡
地
を
見
て
回

り
、
県
内
で
最
初
に
発
電
施
設
が

で
き
た
こ
と
や
、
県
内
で
も
有
数
の

資
本
力
を
持
っ
た
企
業
が
竹
田
に

存
在
し
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
景
行
天
皇
が
巡
幸
さ
れ
た
応
神

２
（
３
９
１
）
年
の
草
創
と
伝
え
ら

れ
る
由
緒
あ
る
城
原
八
幡
社
。

　
国
道
４
４
２
号
か
ら
の
景
観
を

よ
く
し
よ
う
と
、
同
神
社
の
執
事
ら

４
人
が
敷
地
内
の
環
境
整
備
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
を

発
見
。
２
本
が
根
元
で
つ
な
が
っ
た

夫
婦
の
よ
う
な
ケ
ヤ
キ
で
、
根
回
り

は
そ
れ
ぞ
れ
９
メ
ー
ト
ル
、
７
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
根
回
り
が
10

メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
ご
神
木
の
大
イ
チ
ョ
ウ
。

平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
、
楼
門
の

放
火
の
際
に
被
害
を
受
け
、
約
15

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
主
幹
を
失
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
断
面
に
ケ
ヤ
キ
の
種

子
が
入
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
、
現
在

で
は
幹
の
側
面
か
ら
伸
び
た
ケ
ヤ

キ
の
枝
は
約
15

メ
ー
ト
ル
に
。「
銀

杏
＋
欅
」
の
不
思
議
な
姿
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　
総
代
長
の
工
藤
智
言
さ
ん
は
「
と

て
も
珍
し
い
樹
木
た
ち
。
愛
称
を
募

集
す
る
な
ど
し
、
話
題
づ
く
り
に
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

珍・樹木発見

↑城原八幡社で見つかった夫婦の
ようなケヤキの巨木

↑お腹いっぱいになるまで真っ赤なイチゴを頬
張っていた児童たち

　
ふ
る
さ
と
都
野
に
つ
い
て
学
習
し

た
成
果
を
発
表
す
る
「
ふ
る
さ
と
学

習
発
表
会
」
が
１
月
11

日
、
都
野
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
今
回
で
７
回
目
。
児
童

48

人
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な

ど
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
で
テ
ー
マ

　
12

月
24

日
、
国
道
４
４
２
号
沿

い
の
「
道
の
駅
竹
田
い
ち
ご
農
園
」

の
開
園
に
伴
い
、
地
元
城
原
小
学

校
の
全
校
児
童
27

人
を
招
待
し
て

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
竹
田
い
ち
ご
農
園
」
は

16

年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
、
年
間
６

千
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
人
気
の

を
考
え
、
地
域
の
伝
統
芸
能
や
地
域

に
あ
る
施
設
に
つ
い
て
関
係
者
に
話

を
聞
く
な
ど
し
、
ま
と
め
た
内
容
を

学
年
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
４
、
５
年
生
は
「
地
域
の
伝
統
芸

能 

白
熊
」
が
テ
ー
マ
。
宮
處
野
神

社
秋
季
大
祭
「
神
保
会
」
で
奉
納
さ

れ
る
有
氏
組
白
熊
は
、
岡
藩
の
お
供

頭
か
ら
伝
習
し
た
「
大
型
流
白
熊
練

り
」
を
直
接
受
け
継
い
で
い
る
こ
と

や
、
担
い
手
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
劇
を
通
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
児
童
た
ち
は
、
長
さ
約
２
・

３
メ
ー
ト
ル
の
練
習
用
の
毛
槍
を
使

い
、
２
人
１
組
に
な
っ
て
投
げ
渡
す

な
ど
、
関
係
者
に
教
わ
っ
た
伝
統
の

舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

内
容
に
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
地
域

の
人
や
保
護
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

施
設
で
、
15

ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
に

は
「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
さ
が
ほ
の
か
」「
ゆ

ふ
お
と
め
」
の
３
種
類
の
イ
チ
ゴ

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
い
ち

ご
農
園
経
営
者
の
渡
邊
怜
史
さ
ん

か
ら
摘
み
方
を
教
わ
り
、
早
速
イ

チ
ゴ
狩
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
食

べ
比
べ
な
が
ら
、
赤
く
熟
し
た
大

き
な
イ
チ
ゴ
を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬

張
っ
て
い
た
児
童
た
ち
。
吉
野
孝

毅
く
ん
（
３
年
）
は
「
酸
味
が
少
な

く
甘
み
が
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
し
て
い

て
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
満

面
の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
ち
ご
農
園
は
５
月
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
営
業
。
40

分

間
の
食
べ
放
題
コ
ー
ス
と
お
持
ち

帰
り
が
で
き
る
も
ぎ
取
り
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
営
業
時
間
等
の
詳

細
は
同
農
園
（
☎

66-

３

０

０

３

）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は  

ぐ
ま

み
や   

こ
　
の

け  

や
り

さ
と  

し

た
か

き

じ
ん  

ぼ
　
え

と
も

が
し
ら

イ
　

ケ
ヤ
キ

と
も
ゆ
き

し  

ざ
ん
し
ゃ

チ
ョ
ウ
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世界の中の竹田を知る ほか

↑ドイツのホーフ・ケーニグスブルク城をホストファミリーの子どもた
ちと一緒に見学した生徒たち

世界の中の竹田を知る

ド
イ
ツ
を
知
り
、
夢
描
く

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
相

互
理
解
と
親
善
を
深
め
、
国
際
感

覚
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
を

図
る
「
竹
田
市
中
学
生
国
際
交
流

事
業
」。
本
市
と
国
際
姉
妹
都
市
の

ド
イ
ツ
・
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
へ
市
内
中
学
生
を
派
遣
す
る
「
第

22
回
ド
イ
ツ
派
遣
」
訪
問
団
の
一
行

が
、
昨
年
12
月
12
日
か
ら
９
日
間

の
日
程
で
渡
欧
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
団
は
中
学
１
・
２
年

生
12
人
と
引
率
職
員
３
人
の
15
人
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
、
温
泉
施
設

「
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ
」
で
の
入
浴
体

験
や
中
学
校
で
の
授
業
体
験
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
ど
も
た
ち
と

ク
ッ
キ
ー
作
り
を
行
う
な
ど
交
流

を
育
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ォ
ル
カ
ー
・
キ
ー
バ
ー

市
長
ら
が
駆
け
付
け
た
送
別
会
で

は
、
生
徒
た
ち
は
竹
田
市
の
気
候
や

歴
史
文
化
な
ど
を
英
語
で
ス
ピ
ー

チ
。
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

　
12
月
26
日
に
行
わ
れ
た
帰
国
報

告
会
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
現

地
で
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。
伊
達
祐
貴
さ
ん

（
竹
田
中
２
年
）
は
「
竹
田
と
バ
ー

ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
の
風
景
は
と
て

も
よ
く
似
て
い
た
。
住
み
よ
い
ま
ち

で
人
も
優
し
く
、
今
で
も
恋
し
く
な

る
。
こ
れ
か
ら
も
友
好
関
係
が
続
い

て
ほ
し
い
」、
多
田
俊
哉
さ
ん
（
直

入
中
１
年
）
は
「
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ

は
建
物
が
大
き
く
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

お
風
呂
が
あ
っ
た
。
言
葉
が
分
か
ら

な
か
っ
た
が
、
身
振
り
手
振
り
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が↑ドイツの中学生とクッキー作りを体験しました

↑大塚健人さんが参加した平成27年度（第19回）の国際
交流事業「ドイツ派遣」

↑送別会では竹田市のプレゼンテーションを行いました

で
き
た
」。
訪
問
団
リ
ー
ダ
ー
の
後

藤
宏
将
さ
ん
（
竹
田
南
部
中
２
年
）

は
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
夫
妻
は

２
人
と
も
シ
ェ
フ
。
温
か
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
、
ま
た
ア
ジ
ア
料
理
を
振

る
舞
っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。

ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ
で
の
入
浴
体
験
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
遺
跡
見
学
、
ク
リ
ス

マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
９
日
間
の

貴
重
な
体
験
を
人
生
の
糧
に
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「『
思
い
出
は
成
長

す
る
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
20
歳
、
30
歳
に
な
り
今

回
の
経
験
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
自

分
が
経
験
し
た
以
上
の
価
値
観
を

感
じ
る
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
で
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
４
月
21
日
か
ら
28
日
に
は
ド
イ

ツ
の
中
学
生
が
来
竹
し
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
市
内
の
中
学
生

と
交
流
を
深
め
る
予
定
で
す
。

　
国
際
交
流
事
業
「
ド
イ
ツ
派
遣
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
２
０
０
人
を
超
え

る
中
学
生
が
海
を
渡
り
ま
し
た
。
異
国
の
文
化
や
歴
史
、
生
活
習
慣
、
人
々

の
温
か
さ
に
触
れ
た
経
験
は
、
生
徒
た
ち
を
よ
り
大
き
く
成
長
さ
せ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
過
去
に
交
流
事
業
に
参
加
し
た
５
人
の
方
に
、①
ド
イ
ツ
に

行
っ
て
学
ん
だ
こ
と
や
心
に
残
っ
た
こ
と
、②
あ
な
た
の
進
路
選
択
や
将
来

の
夢
、
仕
事
や
生
き
方
に
派
遣
事
業
が
影
響
し
て
い
る
と
思
う
こ
と
に
つ

い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

大塚　健人さん

（18歳・竹田南部中出身）

①
ド
イ
ツ
で
は
異
文
化
の
違
い
を

肌
で
感
じ
、
自
分
の
見
て
い
る
世
界

が
ど
れ
ほ
ど
小
さ
い
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
と
違
い
、

ド
イ
ツ
で
は
個
性
が
重
視
さ
れ
る

の
で
、
授
業
中
な
ど
で
積
極
的
に
発

表
し
た
り
、
周
り
の
目
を
気
に
し
な

い
行
動
や
言
動
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

②
自
分
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
出

来
事
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
街
を

散
策
し
て
い
る
際
、
ホ
ー
ム
レ
ス
が

至
る
と
こ
ろ
に
い
た
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
は
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
に
な
り
、
ド

イ
ツ
の
永
住
民
・
移
民
ホ
ー
ム
レ
ス

の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
必
死
に
努
力
を
し
て
上
智
大
学

外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科
に
進

学
、
ま
た
語
学
力
を
向
上
さ
せ
た
い

と
い
う
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
英
検
準
１
級
を
取
得
し
ま
し

た
。
こ
の
交
流
事
業
に
よ
っ
て
自
分

の
将
来
の
夢
を
確
固
た
る
も
の
に

で
き
ま
し
た
。

だ
　
て  

ゆ
う 

き

た
　
だ 

し
ゅ
ん 

や

ひ
ろ
ま
さ

おおつか けん と
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ドイツを知り、夢描く

↑平成24年度（第16回）の訪問団の皆さん。佐藤蓮さんが
参加しています

↑中司富香さんと渡邊菜採子さんが参加した平成21年
度（第13回）の国際交流の様子

中司　富香さん

（24歳・直入中出身）

渡邊菜採子さん

（24歳・竹田中出身）

①
人
種
や
民
族
を
超
え
た
交
流
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
と

日
本
で
は
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
文
化

や
生
活
様
式
も
全
く
異
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
お
互
い
の
文
化
や
生
活

を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

②
ド
イ
ツ
に
行
く
際
に
飛
行
機
を

利
用
し
た
こ
と
が
自
分
自
身
の
進

路
選
択
に
大
い
に
影
響
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
海
外
、
そ
し
て
長
時
間

の
フ
ラ
イ
ト
は
今
で
も
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。
飛
行
機
の
良
さ
や
仕
組

み
を
知
り
た
い
と
思
い
、
航
空
関
係

の
仕
事
に
就
く
夢
を
描
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
来
年
４
月
、
い
よ
い
よ
就
職
し
ま

す
。
憧
れ
の
羽
田
空
港
で
Ａ
Ｎ
Ａ
飛

行
機
の
整
備
（
飛
行
機
が
到
着
し

て
出
発
す
る
ま
で
に
行
う
点
検
）
を

し
ま
す
。
自
分
の
夢
を
叶
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
渡
欧
に
よ
り
自
分

の
世
界
観
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、

ド
イ
ツ
の
人
は
と
て
も
親
切
で
優

し
い
人
ば
か
り
。
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
愉
快
な
人
々

の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
言

葉
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
へ
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

使
い
な
が
ら
気
持
ち
を
伝
え
合
う

こ
と
が
で
き
、
言
葉
が
わ
か
ら
な
く

て
も
、
心
が
通
じ
合
っ
て
い
れ
ば
、

気
持
ち
は
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

②
文
化
や
価
値
観
の
違
い
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
物
事
の
考
え

方
や
見
方
、
感
じ
方
の
幅
が
グ
ッ
と

広
が
り
、
小
さ
な
こ
と
で
悩
ま
ず
、

仕
事
（
幼
稚
園
の
先
生
）
も
私
生
活

も
楽
し
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
人
々
と
交
流
し

た
こ
と
で
、
外
国
の
人
で
も
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
旅
行
先
で
も
楽
し
く
国
際
交

流
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
事
業
を
経
験
し
た

生
徒
た
ち
が
、
自
分
の
将
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
に
結
び
つ
い
て

い
け
ば
嬉
し
い
で
す
。

①
言
語
の
通
じ
な
い
外
国
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
に
は
、

表
情
や
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

②
自
分
の
暮
ら
す
地
域
の
こ
と
し

か
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

き
、「
世
界
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕

事
を
し
た
い
」
と
強
く
思
う
よ
う

に
な
り
、
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ

と
、
誰
に
も
で
き
な
い
自
由
な
こ

と
が
し
た
い
と
も
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
、
某
航
空
会
社
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
を
し
て
い
ま
す
（
マ
イ

レ
ー
ジ
の
英
語
ペ
ー
ジ
も
担
当
し

て
い
ま
す
）。
仕
事
も
好
き
で
す

が
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
と
い
う
一
人

ひ
と
り
の
意
識
を
変
え
る
哲
学
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
が
集
ま
っ

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
時
間
も

好
き
で
す
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
で
の
経

験
か
ら
、
多
様
な
文
化
を
知
っ
た

り
、
い
ろ
ん
な
人
の
考
え
を
聞
い
た

り
す
る
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た
こ
と

に
起
因
し
ま
す
。
交
流
事
業
に
私
の

人
生
観
（
幹
）
を
作
っ
て
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
が
と

て
も
親
切
で
優
し
か
っ
た
こ
と
、
ド

イ
ツ
の
景
色
が
雄
大
で
包
み
込
ま

れ
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
こ
と
が
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

②
外
国
語
（
英
語
）
に
興
味
関
心
が

湧
き
、
英
語
が
得
意
に
な
り
ま
し

た
。
竹
田
市
中
学
校
英
語
暗
唱
弁

論
大
会
の
弁
論
の
部
で
は
、
優
秀

賞
に
な
り
県
大
会
に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
志
望
大
学

は
Ｄ
判
定
で
し
た
が
、
英
語
が
得
意

だ
っ
た
の
で
、
２
次
試
験
で
英
語
の

点
数
を
多
く
傾
斜
配
分
す
る
大
学

を
受
験
し
、
挽
回
し
て
第
１
志
望
の

教
育
学
部
に
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
現
在
、
大
分
市
の
公
立
小
学
校

で
教
員
を
し
て
い
ま
す
。
英
語
が
好

き
で
得
意
だ
っ
た
こ
と
が
、
私
の
希

望
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
た

大
き
な
要
因
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
心
に
接
し
、
親
切
に
し
て
い
た
だ

い
た
経
験
が
糧
と
な
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
に
人
と
し
て
の
生
き
方
を
伝

え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
追
跡
調
査
に
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
国
際
交
流
事
業
の
成

果
。
経
験
を
糧
に
竹
田
市
は
も
ち

ろ
ん
日
本
の
将
来
を
担
う
人
材
に
、

ま
た
世
界
で
活
躍
す
る
竹
田
人
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

佐藤　蓮さん

（21歳・竹田中出身）

奥（旧姓安東）優里さん

（26歳・直入中出身）

さ とう れん

なかつかさ とみ か

わたなべ な つ こ

おく ゆ り
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市が保有している建物を一般競争入札で売却します

入札日時　３月４日㈬ 午前９時 ～　入札場所　市役所本庁舎２階会議室

参加方法　事前に財政課市有財産経営管理室にお申し込みください。

受付期間　２月12日㈬　午後５時まで

※現地説明会は設定していませんが、物件確認は事前連絡により受け付けます。

※土地については貸し付けとなります。

※市税等を滞納している方等は入札に参加できません。

問 財政課市有財産経営管理室　☎63-1111（内線233）

ＴＯＰ懇談会を開催します ほか

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

再エネ発電施設の設置には

市への届出が必要です
住
宅
建
設
に
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

　
対
話
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
単
位
の
市
政
懇
談
会
「
Ｔ
Ｏ

Ｐ
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
次
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
会
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
竹
田
市
内
へ
の
移
住
定

住
を
促
進
す
る
た
め
、
各
種
補
助

制
度
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
を
活
用
し
て
、
竹
田
で
新

し
い
暮
ら
し
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

■
竹
田
市
定
住
促
進
住
宅
取
得
事

業
補
助
金

　
45
歳
未
満
の
方
が
住
宅
を
新
築

ま
た
は
新
築
購
入
し
た
場
合
に
50

万
円
を
補
助
。
市
内
に
本
店
ま
た

は
営
業
所
等
を
有
す
る
業
者
で
施

工
す
る
場
合
ま
た
は
購
入
す
る
場

合
は
50
万
円
加
算
し
ま
す
。

■
竹
田
市
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促

進
事
業
補
助
金

　
ア
パ
ー
ト
等
の
新
築
に
係
る
費

用
の
10
分
の
１
、
１
棟
上
限
１
千
万

円
を
補
助
。
１
棟
に
つ
き
４
戸
以
上

●
テ
ー
マ
　
①
竹
田
市
の
政
策
概

要
、②
竹
田
市
の
財
政
状
況
と
行
財

政
改
革
、③
検
討
す
べ
き
施
設
の
あ

り
方
と
遊
休
施
設
・
遊
休
地
等
の

利
活
用
、④
文
化
振
興
財
団
の
設
立

に
つ
い
て

●開催日程

問 総務課秘書広報係　☎63-1043

期　日

２月20日㈭

２月18日㈫

２月19日㈬

２月25日㈫

２月17日㈪

２月10日㈪

２月６日㈭

竹田〔東部〕

竹田〔西部〕

竹田〔南部〕

竹田〔北部〕

荻

久住

直入

竹田・岡本

明治・豊岡

竹田市総合社会福祉センター

多目的ホール

文化財管理センター

（旧双城中学校）２階ホール

荻公民館２階中会議室

久住公民館２階

研修室２・３

直入支所大会議室

竹田市総合文化ホール

〈グランツたけた〉キナーレ

入田分館集会室

玉来・松本

菅生

入田・嫗岳

宮砥

久住・白丹

都野

宮城・城原

荻・柏原

長湯・下竹田

対象地域 対象地区 会　場

の
住
宅
戸
数
を
有
す
る
こ
と
や
面

積
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
未
来
応

援
助
成
金

　
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
を

購
入
し
、
住
宅
建
築
を
し
た
方
ま

た
は
建
売
住
宅
を
購
入
し
た
方
に

費
用
の
２
％
を
助
成
し
ま
す
。
上
限

額
は
戸
建
住
宅
で
60
万
円
、
集
合

住
宅
で
３
０
０
万
円
で
す
。

※

必
ず
、
着
手
前
に
事
前
協
議
が

必
要
で
す
。

※

補
助
金
・
助
成
金
に
は
他
に
も
補

助
要
件
や
対
象
期
間
等
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
企
画
情
報

課
ま
ち
未
来
創
造
室
（
☎
63-

４
８

０
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　市民または事業者が市内に一定規

模以上の再生可能エネルギー発電設

備を設置する場合は、良好な景観形

成や生活環境の保全、周辺住民のトラ

ブル防止のため、「竹田市再生可能エ

ネルギー発電設備の設置に関するガ

イドライン」による届出が必要となり

ます。

　最近、事業者が太陽光発電施設の

設置工事に関して、周辺住民の説明を

怠って着工するケースが増え、周辺住

民からの苦情が増えています。

　太陽光など再生可能エネルギー発

電施設を建設する際は、事前に企画

情報課（☎63-4801）までご相談くだ

さい。

届出が必要な発電設備

○太陽光　50キロワット以上または

事業区域面積が１千平方メートル以上

○風力　20キロワット以上または支

柱高が13メートル以上

○小水力　20キロワット以上

○バイオマス　設備面積が100平方

メートル以上

※住宅の太陽光発電設備の届出は不

要です。

延床面積種類所在地物件名番号

420.00㎡建物竹田市久住町大字白丹字潤島4734番6旧白丹体育館⑤

※開催時間はいずれも午後６時30分～８時30分（予定）です。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

ゆ
　
め

広報たけた  令和２年２月号 10



４氏に人権擁護委員を委嘱 ほか

やってみよう、
リフレーミング

　
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
水
が
半
分
ほ
ど
入
っ
た
コ
ッ
プ

が
目
の
前
に
あ
っ
た
時
、
水
が

「
半
分
し
か
な
い
」
と
思
う
か
「
ま

だ
半
分
あ
る
」
と
思
う
か
で
気
持

ち
は
全
く
違
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
方
の
転
換
に

よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ス
（
否
定
的
）

に
と
ら
え
て
い
る
も
の
ご
と
に
つ

い
て
、
そ
の
枠
組
み
（
フ
レ
ー
ム
）

を
い
っ
た
ん
外
し
、
プ
ラ
ス
方
向

（
肯
定
的
）
に
と
ら
え
な
お
す
こ

と
を
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
言
い
ま

す
。

　
も
し
、
あ
な
た
が
自
分
自
身
の

こ
と
を
欠
点
の
多
い
人
間
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
、
リ
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
に
よ
っ
て
今
よ
り
も
も
っ
と
自

分
の
こ
と
を
好
き
に
な
れ
る
で

し
ょ
う
。
も
し
、
あ
な
た
が
自
分

の
お
子
さ
ん
の
短
所
ば
か
り
が
気

に
な
っ
て
い
た
ら
、
リ
フ
レ
ー
ミ

ン
グ
に
よ
っ
て
我
が
子
が
も
っ
と

輝
い
て
見
え
る
の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、

「
落
ち
着
き
が
な
い
」↓「
い
き
い
き

と
し
て
い
て
行
動
的
」

「
優
柔
不
断
・
消
極
的
」↓「
思
慮
深

い
・
慎
重
」

と
い
う
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
い
つ
も
子
ど
も
に
か
け
て
い
る

言
葉
も
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
で
き
ま

す
。

「
あ
と
５
分
し
か
な
い
の
に…

早
く

し
な
さ
い
！
」↓「
ま
だ
５
分
あ
る

よ
！
が

ん

ば
っ
て

や
っ
て

み

よ

う
！
」

な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
使
う
こ
と

で
、
自
分
自
身
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

な
り
、
親
子
と
も
に
自
分
を
肯
定

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
自

分
を
肯
定
で
き
る
人
は
他
人
の
こ

と
も
肯
定
で
き
る
人
。
ぜ
ひ
家
庭

で
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
を
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
63-

４
８
１
７

人
権シリーズ　No.58

人権擁護活動に貢献 ４
氏
に
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

　竹田市観光ツーリズム協会（井上隆会長）が「令

和元年度人権擁護功労賞」を受賞しました。

　同賞は人権擁護活動に顕著な功績があった団体

や個人を法務大臣及び全国人権擁護委員連合会会

長が表彰します。

　今年度は個人４人、６団体が受賞。同協会は、

竹田人権擁護委員協議会主催の「人権七夕まつり」

に使用する短冊を無償提供するとともに、同協会

が作成するポスターやチラシに行事の様子を掲載

するなど、積極的に人権啓発活動を展開している

ことが評価され、同賞の「全国人権擁護委員連合

会会長感謝状」を受賞しました。

　井 上 会 長 は

「誰もが幸せに

なれる権利を子

ども目線で短冊

にしたため、駅

構内に飾る取り

組みに感銘し協

賛している。今

後も人や社会に

貢献する活動を

続 け て い き た

い」と話しまし

た。

人
権
擁
護
委
員
の
使
命

及
び
活
動

↑人権擁護委員に委嘱された（左から）白石京子さん、
馬場幸子さん、後藤新一さん、河野真理子さん

た
白
石
京
子
さ
ん
（
桜
町
栄
・
３
期

目
）、
馬
場
幸
子
さ
ん
（
日
向
塚
・

２
期
目
）、
後
藤
新
一
さ
ん
（
大
津

留
上
・
新
任
）、
河
野
真
理
子
さ
ん

（
塩
付
・
新
任
）
に
、
令
和
２
年
１

月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
基
本
的
人

権
、
即
ち
国
民
が
国
家
社
会
に
お
い

　
令
和
元
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
再
任
及
び
新
任
の

推
薦
に
つ
い
て
適
任
と
決
定
さ
れ

て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
必

要
な
人
間
と
し
て
の
権
利
が
侵
犯

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視

し
、
も
し
、
こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場

合
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
す
み
や

か
に
適
切
な
処
置
を
取
る
と
と
も

に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、①
住
民
の
人

権
意
識
を
高
め
、
人
権
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
人
権
啓
発
活

動
、②
面
談
や
電
話
等
に
よ
る
人
権

に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応
、③
い
じ

め
や
差
別
、
虐
待
等
の
人
権
侵
害
の

被
害
者
救
済
活
動
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

↑感謝状を手にする竹田市観光ツーリズム協
会の井上隆会長

2020年２月発行11



春を呼ぶ熱い走りに声援を！ ほか

午後10時～10時50分（NHK FMにて）

NHKオーディオドラマ
FMシアター 「たきれん!」

ぜひお聴きください！

【あらすじ】桜木櫂（醍醐虎汰朗）は竹田市の高校２年生。

ある日、瀧廉太郎記念館でピアノを弾いていた櫂の元に、一

人の女子高生・青柳うらら（田中なずな）が飛び込んでくる。

　彼女は、毎年10月に竹田市で開かれる「瀧廉太郎記念全日

本高等学校声楽コンクール（通称：たきれん）」で優勝するた

めに、わざわざ竹田に引っ越してきたという。

　うららは半ば強引に櫂を誘い、２人は共にコンクールを目

指すことに。しかし、うららと櫂の間には次第に溝が。そし

てついにふたりは衝突してしまう。

　そんな時、うららの元に現れたのは一匹の

キツネのレンジロウ（前野朋哉）。なんとうら

らには、キツネの声が聞こえて…!?

　23歳で夭折した廉太郎だが、竹田での時間

は『荒城の月』を始め彼の作品に大きな影響

を与えた。“たきれん” から、毎年未来の声楽

家が羽ばたいていく。

　実在するコンクールを舞台に繰り広げられ

る、２人と１匹の青春ドラマ。

【脚　本】大迫旭洋

【出演者】桜木櫂役／醍醐虎汰朗

　　　　   青柳うらら役／田中なずな

　　　　   キツネのレンジロウ役／前野朋哉

　　　　   ほかの皆さん

↑前野朋哉さん

↑田中なずなさん

↑醍醐虎汰朗さん

※NHKのアプリ「らじるらじる」にて、

２月10日㈪正午～17日㈪正午まで聴

き逃し配信をします。

→
アプリダウ
ンロード用
QRコード

2

土

8

↑「昨年以上の成績を」と練習に励む竹田市チー
ムの皆さん

春
を
呼
ぶ
熱
い
走
り
に
声
援
を
!

　
第
62
回
県
内
一
周
大
分
合
同
駅

伝
競
走
大
会
（
全
39
区
間
・
３
９

０
・
８
キ
ロ
）
が
２
月
17
日
㈪
か
ら

21
日
㈮
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
総
合
優
勝
の
大
分
市
に

次
ぐ
２
位
に
輝
き
、
駅
伝
王
国
「
竹

田
」
の
名
を
知
ら
し
め
た
竹
田
市

チ
ー
ム
。
今
回
も
関
東
で
活
躍
す
る

学
生
ら
が
加
入
し
、
チ
ー
ム
力
が

ア
ッ
プ
。
前
回
以
上
の
成
績
を
狙
い

ま
す
。

　
竹
田
入
り
の
18
日
㈫
は
旧
緒
方

工
業
前
（
午
後
２
時
頃
）
〜
市
役
所

前
（
２
時
30
分
頃
）、
竹
田
発
の
19

日
㈬
は
市
役
所
前
（
午
前
８
時
ス

タ
ー
ト
）
〜
久
住
郵
便
局
前
（
８
時

40
分
頃
）
〜
直
入
支
所
前
（
９
時

20
分
頃
）
を
選
手
が
通
過
し
ま
す
。

　
郷
土
の
誇
り
を
胸
に
、
二
豊
路
を

駆
け
抜
け
る
選
手
に
熱
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

竹
田
市
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

監
督
　
髙
橋
孝
一
郎

監
督
兼
選
手
　
志
賀
直
樹

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
田
部
貴
之

選
手
　
志
賀
勇
輝
、
志
賀
篤
、
志
賀

祥
一
、
吉
野
空
、
倉
野
恭
佑
、
吉
良

進
、
阿
南
諒
磨
、
新
地
義
昭
、
山
田

泰
史
、
三
辻
成
春
、
内
田
智
稀
、
志

賀
太
一
、
佐
藤
俊
輔
、
佐
藤
雄
太
、

佐
藤
志
鳳
、
吉
野
隆
史
、
姫
野
洸

輝
、
渡
邉
陽
介
、
野
仲
勝
彦
、
佐
田

修
一
、
倉
原
郁
、
姫
野
晃
司
、
甲
斐

正
寿
、
堀
勇
進
、
阿
曽
生
友
美
、
冨

松
南
那

　
選
手
の
安
全
確
保
の
た
め
、
車

両
で
通
行
さ
れ
る
際
に
は
十
分
に

注
意
し
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
62
回
県
内
一
周
大
分
合
同
駅

伝
競
走
大
会

　
２
月
18
日
㈫
　
午
後
２
時
〜
３

時
（
片
ケ
瀬
〜
竹
田
城
下
町
〜
市

役
所
）
／
19
日
㈬
　
午
前
８
時
〜

９
時
30
分
（
市
役
所
〜
城
原
〜
久

住
〜
長
湯
）

■
第
33
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
３
月
１
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
竹
田
市
総
合
運
動
公
園

〜
入
田
〜
嫗
岳
〜
宮
砥
）

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
63-

４
８
１
７

大
会
開
催
中
の
車
両
の
走

行
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

四季鮮やか122点

↑写真集を手にする工藤重文さん

　
工
藤
重
文
さ
ん
（
88
歳
・
東
中
）

が
米
寿
の
記
念
に
制
作
し
た
写
真
集

「
自
然
を
愛
し
て
」
を
、
市
内
小
中

学
校
18
校
と
市
立
図
書
館
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
写
真
は
生
き
が
い
」
と
話
す
元

教
師
の
工
藤
さ
ん
は
、
最
初
の
赴
任

地
の
豊
後
大
野
市
緒
方
町
尾
平
で
二

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
買
い
、
写
真
を
始

め
ま
し
た
。
校
長
に
な
っ
て
か
ら

は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
写
真
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
出
版
し
た
写
真
集
は
、
30
年

間
撮
り
た
め
た
写
真
を
ま
と
め
た
も

の
で
、
岡
城
跡
や
白
水
ダ
ム
等
の
市

内
各
所
の
風
景
、
宮
處
野
神
社
の
神

保
会
や
稚
児
行
列
等
の
地
域
の
行
事

な
ど
、
春
夏
秋
冬
を
鮮
や
か
に
写
し

た
１
２
２
点
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
工
藤
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
１
枚

は
、
84
歳
の
頃
に
撮
っ
た
「
久
住
山

の
初
冠
雪
」。
11
月
下
旬
か
ら
12
月

上
旬
の
朝
方
に
撮
っ
た
１
枚
で
、
初

冠
雪
し
た
久
住
山
が
彦
太
郎
池
に
キ

レ
イ
に
反
射
し
、
そ
の
池
の
上
を
風

が
吹
き
抜
け
た
瞬
間
、
水
面
に
映
っ

た
赤
黄
に
色
づ
く
木
々
だ
け
が
ぼ
や

け
た
一
瞬
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
工
藤
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
写
真
集
は
市
立
図
書
館
に
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
げ
ふ
み

み
や  

こ
　
の

じ
ん

ぼ
　
え

さくら  ぎ   かい
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グランツたけた情報

弧
の
会
公
演
レ
ポ
ー
ト

弧
の
会
が
魅
せ
た 
日
本
舞
踊
の
新
境
地
！

　
昨
年
12
月
14
日
、
宝
く
じ
文
化

公
演
〝
弧
の
会
日
本
舞
踊
公
演
『
コ

ノ
カ
イ
ズ
ム
』
〞
が
開
催
さ
れ
、
ホ

ン
モ
ノ
の
舞
台
に
廉
太
郎
ホ
ー
ル

が
驚
き
と
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

●
新
作
「
月
光
」
を
初
披
露
！

　
岡
城
跡
に
て
着
想
さ
れ
、「
荒
城

の
月
」
を
モ
チ
ー
フ
に
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
創
ら
れ
た
新
作
「
月
光
」。

静
け
さ
の
中
に
力
強
さ
、
し
な
や
か

さ
を
表
現
し
た
美
し
い
作
品
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。
竹
田
に
と
っ
て
新

た
な
財
産
と
い
え
る
こ
の
作
品
は
今

後
も
日
本
各
地
で
上
演
さ
れ
、〝
荒

城
の
月
の
ま
ち
・
竹
田
〞
の
魅
力
を

届
け
て
い
き
ま
す
。

●
子
ど
も
達
が
舞
踊
を
体
験
！

　
前
日
開
催
の
「
弧
の
会
と
踊
ろ

う
！
日
本
舞
踊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
は
、
地
元
竹
田
出
身
の
若
き
舞
踊

家
・
花
柳
美
匠
治
郎
（
首
藤
匠
）
さ

ん
が
、
参
加
児
童
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
。
弧
の
会
メ
ン

バ
ー
と
美
匠
治
郎
さ
ん
、
子
ど
も
た

ち
が
舞
台
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を

披
露
す
る
と
観
客
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

●
実
行
委
員
会
が
大
活
躍
！

　
本
公
演
で
は
準
備
段
階
か
ら
「
弧

の
会
た
け
た
実
行
委
員
会
（
田
部

朋
二
実
行
委
員
長
）」
を
結
成
し
、

企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
自
主
事
業

に
、
実
行
委
員
会
が
関
わ
る
の
は
初

の
試
み
。
宣
伝
用
に
箸
袋
を
作
り

飲
食
店
に
置
い
て
も
ら
う
「
箸
袋

大
作
戦
」
や
当
日
の
運
営
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
大
活
躍
で
し
た
！

ま
さ
に
市
民
と
つ
く
る
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

チケット・イベント情報　☎0974-63-4837（グランツたけた）

グランツたけた レクチャーコンサート

vol.２ 天才？変わり者？モーツァルトを聴いてみよう
日時　４月19日㈰ 17:30開場18:00開演
会場　キナーレ
出演　仙台フィルメンバーによる
　　　弦楽四重奏

vol.３ 山岸博「ホルン名曲のひととき」
　　    ～ホルンの魅力～

日時　5月9日㈯ 17:30開場18:00開演
会場　廉太郎ホール
出演　山岸博（ホルン）、山岸永世（ヴァイ
　　　オリン）、古賀美代子（ピアノ）

料金　一般1,500円　高校生以下500円
　　　（全席自由／当日200円増／３歳未満入場不可）
※ワンドリンク付（シャンパン、ぶどうジュースなど）

ふらっと気楽に!“ふら×きらコンサート”

vol.16 もうすぐバレンタイン！コンサート
日時　２月８日㈯ 12:15～／ 17:15～
会場　市民ラウンジ
出演　森田良平（コントラバス）
　　　室屋麗華（ピアノ）

グランツ映画館 “玉洗劇場”『めんたいぴりり』
日時　3月15日㈰ 10:00 ／ 14:00 ／ 18:00
　　　（１日３回上映／
　　　　　　各回20分前開場）
会場　キナーレ
料金　一般1,000円
　　　高校生以下500円
　　　（全席自由／当日200円増）
関連イベント　めんたいマルシェ
　　　12:00～14:00
　　　（午前の部終了後～午後の部上映前）

２つのコンサートでお得！セット割
一般 2,500円（全席自由・消費税込）

※グランツたけた窓口でのみ取り扱い。販売は４/18㈯ 19:00まで

お得!
トク

（115分/2019/日本）

　料金はすべて消費税込。３歳未満・未就学児入
場不可の公演は有料託児サービスあり（要事前申
込）。 ☎0974-63-4837

２/15㈯チケット発売 入場無料!

→
右：子どもたちに
指導する花柳美匠
治郎さん
左：弧の会と実行
委員の皆さん

終演後、出演者と客席でGポーズ

2020年２月発行13



2020年（令和２年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

7

14

21

28

1

8

15

22

29

6

13

20

27

・竹田温泉「花水月」休館日
・第２回竹田市農業委員会総会

13:30～（市役所本庁３階第
５会議室）

・おはなしルーム 14:00-14:30
（竹田幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市総合社会福祉セン
ター）☎75-3688（温泉利用
相談室）

・“ふら×きら”コンサートvol.16
「もうすぐバレンタイン！コン

サート」12:15～／17:15～（グ
ランツたけた）※入場無料

・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田を歩く「西南戦争の戦跡

めぐり」9:00までに竹田市総
合運動公園駐車場集合※参
加費1000円 ☎62-4100（竹
田創生館）

・おはなしルーム 14:00-14:30
（南部幼稚園）

・第22回岡藩城下町雛まつり
オープニングセレモニー 10:00
～（竹田創生館）

・第22回岡藩城下町雛まつり
（～３/８㈰まで）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・竹田市地域おこし協力隊活動報
告会 10:00-19:00（グランツたけ
た）※入場無料 ☎63-4801（企画
情報課）

・合同企業就職相談会&就職セミ
ナー 13:00-16:00（竹田市総合社
会福祉センター）※受付は12:30～

・たけのこ文庫のおはなし会
15:00-15:30（竹田市立図書館）

※陽目の里「名水茶屋」は３月中旬まで冬季休業します。

・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せり開始
（豊後豊肥家畜市場）

・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総合
社会福祉センター）

・こころの健康相談13:30-15:30（荻支所）
※要予約（前日午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）
・不登校を考える親の会「コスモスの会」
  19:00-21:30（みんなのいえカラフル）
  ☎090-5470-8998（山口）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市総合社会福祉セン
ター）☎75-3688（温泉利用
相談室）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分

県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171（豊肥振
興局）

・全国あきんどサミットinたけた 12:20-17:15（グ
ランツたけた）

・第２回障がい児・障がい者家族交流会
  13:30-15:30（竹田市総合社会福祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セン
ター）※要予約（前日午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）
・精神保健相談14:00-16:00（大分県豊肥保健

所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保健所）

・全国あきんどサミットinたけた
9:00-11:40（グランツたけた）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・あなたの血管を守ろうプロ
ジェクト～市民公開講座～ 
13:00～受付 14:00開会（竹
田市総合社会福祉センター）

　 こ よ み ２月

２月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

２月19日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室
よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民
らが気軽に交流できる場所
です。
【竹田】
・７日・21日㈮ 13:00-15:00
　みんなのいえカラフル
【荻】
・18日・25日㈫ 13:00-15:00
　荻「しらみず」
【久住】
・18日㈫・27日㈭ 13:00-15:00
　久住「りんどう」
【直入】
・14日・28日㈮ 13:00-15:00
　直入「ゆのはな」
【竹田北部「双城」】
・13日・★20日㈭13:00-15:00
　出会いの湯
【竹田南部「あけぼの」】
・５日㈬ 13:00-15:00
　宮砥分館
・12日㈬ 13:00-15:00
　入田分館
・18日㈫ 13:00-15:00
　あ祖母学舎
【都野】
・13日・27日㈭ 13:30-15:30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療
センターによる認知症予防
講座、もの忘れ相談会を開
催します。

　生活協同組合コープおおいた三重センターで
は、「楽しく学ぼう！コープの防災学習」をテーマ
に防災セミナーを開催します。
日時　２月26日㈬　午前10時～ 12時30分
会場　竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉
　　　創作広間
内容　講演及び防災にちなんだ試食（予定）
定員　30人　　　参加料　無料
　・問生活協同組合コープおおいた三重センター
　　　☎0974-22-5522

❶必ず一旦止まって左右を確認する。

❷向かい側に自分のスペースができる

まで踏切の手前で待つ。

❸警報機が

鳴り出し

たら踏切

に入らな

い。

非常ボタンを押すか、発炎筒で合図する。

●踏切での緊急な用件はフリーダイ

ヤル0120-

　405-889ま

　で連絡して

　ください。

防災セミナーを開催します 踏切では次のことを守ろう！ 車が動かなくなったら
まず列車を止めよう！

ス
ト
ッ
プ
!!
踏
切
事
故

故
意
や
過
失
に
よ
る
事
故
に
は
、

損
害
賠
償
責
任
が
伴
い
ま
す
。

　昨年の11月下旬から12月中旬に
かけて実施した「健康とくらしの
調査」につきましては、多くの皆
さまのご協力をいただきました。
　調査結果は市の介護保険事業
計画策定の基礎資料として、また
介護予防事業などの実施に活用さ
せていただきます。
　なお、調査対象となられた方で
まだ回答がお済みでない方は２月
20日㈭までに回答をお願いします。
問高齢者福祉課介護保険係
　☎63-4809

「健康とくらしの調査」への
ご協力ありがとうございました

ハ ヤ クシ レ イ
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竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

・グランツ廉太郎企画「瀧廉太
郎“日本の四季”を歌う！踊る！
／コンドルズ公演Don’t Stop 
Me Now」13:30開場 14:00
開演（グランツたけた）
☎63-4837（グランツたけた）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・図書館休館（～２/７㈮まで）
・令和２年度竹田市公立幼稚

園入園説明会 15:00～（竹
田・南部・直入の各幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市直入B&G海洋セン
ター体育館）☎75-3688（温
泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所）※要予約（前日午

前中まで）☎63-3346（竹田
市心の相談支援事業所）

・水の駅おづる休業日
・もぐもぐ教室（５～６か月児）

9:30～受付（竹田市総合社会
福祉センター）

・岡本地区健康福祉まつり 9:00～受付 
9:30開会（悠々居 八賀山塾）

・第39回嫗岳地区駅伝競走大会 9:00～
開会式（嫗岳分館グラウンド）

・第62回県内一周大分合同駅伝競走大
会竹田市チーム結団式 10:00～（市役
所本庁３階会議室）

・スポーツ医科学研修講座「スポーツドク
ターに聴く！ジュニア期のトレーニングと
傷害予防」13:30-15:10（竹田市総合社
会福祉センター）

・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～せり
開始（豊後豊肥家畜市場）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館）

・家庭教育推進キャラバンin竹田
親子わくわくフェスタ 13:00-15:50

（竹田市総合社会福祉センター）
※参加料無料（要申込）☎097-506-
5526（大分県教育庁社会教育課）

・グランツたけた休館日 ・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市直入B&G海洋セン
ター体育館）☎75-3688（温
泉利用相談室）

・第28回B&G財団会長杯争奪
直入少年柔道大会 9:00～開
会式（竹田市直入B&G海洋セ
ンター体育館２階柔道場）

・竹田市地域おこし協力隊活
動報告会 10:00-15:00（グラ
ンツたけた）※入場無料
☎63-4801（企画情報課）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
市直入B&G海洋センター体育館）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・第62回県内一周大分合同駅伝競
走大会【竹田入り】14:37頃に竹田
市役所前フィニッシュ

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・第62回県内一周大分合同駅伝競走大会【竹

田発】8:00（竹田市役所前スタート）
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00（竹田市

高齢者いきいき交流センター）☎097-552-1211
（日本年金機構大分年金事務所）

・Ｊアラート全国一斉情報伝達試験 11:00～
・１歳６か月児健診 13:00～受付（竹田市総

合社会福祉センター）
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00
（大分県行政書士会〔大分市〕）☎097-537-7089
（大分県行政書士会事務局）

・グランツたけた休館日
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市

立図書館）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市

直入B&G海洋センター体育館）☎75-
3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田
市総合社会福祉センター）※要予約

（前日午前中まで）☎63-3346（竹田
市心の相談支援事業所）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

３月上旬の主な予定　　   　　　　　   　　※１月24日現在

１日㈰ ・第33回岡の里名水マラソン大会 9:00～開会式 
10:00フルマラソンの部スタート（竹田市総合運
動公園スタート・フィニッシュ）

  ・がん患者交流会「ぴぉ～ね」10:00-12:00（大久保
病院）※事前連絡が必要 ☎0974-22-0162（豊肥
保健所）

２日㈪ ・【納期限】国民健康保険税（11期）、介護保険料・
後期高齢者医療保険料（８期）

月
間
・
そ
の
他

　市及び市教育委員会では、令和２年４月１日以降採用の非

常勤職員（会計年度任用職員）を募集します。

　採用方法は、応募者の中から面接等により選考し決定しま

す。

　詳しくは竹田市公式ホームページをご覧いただくか、担当

課までお問い合わせください。

問 総務課職員係　☎63-1111（内線216）

　 教育総務課　　☎63-1111（内線315） 

令和２年度 非常勤職員（会計年度任用職員）を募集します

　２月から大分ケーブルテレコム㈱による新サービスが開始されます。

　インターネットは最大１Gbpsの契約が可能となり、グローバルＩＰアド

レスが付与されます。多チャンネルはこれまで２Ｋ放送でしたが、４Ｋ放

送が視聴可能となります。

　なお、新サービスを受けるためには新たに契約が必要となります。現在、

契約をしている方で現行のサービスを継続される方は手続き不要です。

　詳しくは大分ケーブルテレコム㈱（☎097-542-1121）または代理店（市

内電気店）にお問い合わせください。

ケーブルネットワークを使った新サービスが始まります

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。
（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

○「はたちの献血」キャンペーン

　（～２/29）

○個人事業者の消費税および地

方消費税の確定申告（～３/31）

○緑の募金（～５/31）

○サイバーセキュリティ月間

　（～３/18）

○北方領土返還運動全国強調月間

○省エネルギー月間

建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

　岡 城 跡 を 訪 れ た 方 だ けに、
ちょっぴり嬉しいプレゼント！市内
７つの対象店舗・施設でご利用い
ただけるクーポンを用意しました。
　クーポンは３月22日㈰まで岡城
料金所で配布しています。
　城跡めぐりを楽しんだ “あと”
は、歴史情緒溢れる城下町で、
ゆったり過ごしてみませんか？

城あとクーポンでほっこり

　国土交通省九州地方整備局と歴史的まちづくりに取り組んでいる
九州11市町では、各自治体の象徴的な風景を
載せたカード型パンフレット「歴史まちづくり
カード」を作製しました。
　毎年７月下旬開催されている「竹田夏越祭」
がデザインされた竹田市のカードは、JR豊後竹
田駅内の観光案内所で無料配布しています。

まちづくりカードを作製しました
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税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会

場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
場　

竹
田
税
務
署
（
竹
田
市
大
字

会
々
１
６
５
０

－

17
）

期
間　

２
月
17
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と
、

申
告
会
場
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
会
場
に
来
ら
れ
る
方
で
、
営
業
・

農
業
・
不
動
産
所
得
を
有
す
る
方

は
、
事
前
に
収
支
内
訳
書
ま
た
は
青

色
決
算
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
申
告
に
要
す
る
時
間
が
短
縮

さ
れ
ま
す
。

※
竹
田
税
務
署
で
は
資
産
税
担
当
職

員
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
譲

渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告
相
談
を
さ

れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
開
設
期
間
内

の
金
曜
日
に
お
越
し
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

竹
田
税
務
署
（
☎
63

－

３
１
４
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
自
動

音
声
案
内
に
よ
り
「
０
」
番
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。「
確
定
申
告
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
」に
お
繋
ぎ
し
ま
す
。

（
３
月
16
日
㈪
ま
で
）

　

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
き
（
①
所

得
税
（
及
び
復
興
特
別
所
得
税
）、

法
人
税
・
地
方
法
人
税
（
及
び
復
興

特
別
法
人
税
）、
贈
与
税
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
、
酒
税
、
印
紙
税

の
申
告
、
②
全
て
の
国
税
の
納
税
、

③
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
及
び
法

定
調
書
の
提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出

等
）
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も

電
子
署
名
を
必
要
と
し
な
い
一
部
の

手
続
き
等（
納
税
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ

ク
ス
の
確
認
、
利
用
者
情
報
の
登

録
・
確
認
・
変
更
等
）
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
給
与
所
得
者

（
年
末
調
整
済
み
）
で
医
療
費
控
除

ま
た
は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附

金
控
除
を
適
用
し
て
申
告
さ
れ
る
方

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
の
画
面

を
利
用
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ
（w

w
w

.e-tax.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告

　

ご
自
宅
で
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
申
告

書
を
作
成
し
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送

信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
方
法

は
次
の
２
つ
の
方
式
か
ら
選
べ
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
と
「
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」
ま
た
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
読
取
機
能
を
搭
載

し
た
ス
マ
ホ
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明

書
を
読
み
取
っ
て
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
確

定
申
告
書
等
を
送
信
で
き
ま
す
。

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　

事
前
に
税
務
署
で
職
員
と
対
面
に

よ
る
本
人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行

さ
れ
る
「
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
」
が

あ
れ
ば
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
書

等
を
送
信
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
運
転
免
許
証
等
の
本
人

確
認
書
類
を
持
参
の
う
え
、
税
務
署

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

申
告
相
談

申
告
相
談
を
行
い
ま
す

申
告
・
納
税
は
ネ
ッ
ト
が
便
利

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

2 月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）        
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

第15回共通商品券全国大会

全国あきんどサミットinたけた

竹田市プレミアム付商品券の
使用期限は３月１日までです

　「まちを動かす帰住者・移住者の風」をメ

インテーマに「第15回共通商品券全国大会 

全国あきんどサミットinたけた」が開催され

ます。

　２月27日㈭と28日㈮の２日間にわたり講

演や分科会、パネルディスカッションが行

われ、また夜は城下町で開かれる街バルに

て懇親会が行われます。

　この機会に竹田市の商工業振興、地域の

活性化について皆さんで考えてみませんか？

  第１部（２月27日㈭）

午後０時20分～５時15分（アトラクショ

ン・開会行事・基調講演・分科会等）

午後６時～９時30分　懇親会（竹田街バル）

  第２部（２月28日㈮）

午前９時～ 11時40分（対談・パネルディス

カッション等）

会場　竹田市総合文化ホール〈グランツた

けた〉

参加費　第１部 ５千円（竹田市民は３千円）

／懇親会５千円／第２部 無料

申込締切　２月20日㈭

■申 ・問 全国あきんどサミット竹田大会実行
　　　  委員会　☎63-3860

　商品券使用期限は３月１日㈰までです。

商品券の換金はできませんので、期限内に

使用してください。

　商品券利用については、竹田市プレミア

ム付商品券取扱加盟店のステッカー表示の

ある店舗で使用できます。

問 商工観光課　☎63-4807

　 社会福祉課　☎63-4811

広報たけた  令和２年２月号 16



たけたんインフォ

は
、
令
和
元
年
分
の
譲
渡
所
得
（
土

地
・
建
物
）
及
び
贈
与
税
の
主
な
特

例
の
適
用
要
件
や
必
要
書
類
を
確
認

で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
確
定
申
告
書

を
税
務
署
へ
提
出
す
る
際
に
は
、
本

人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
自
宅
な
ど
か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

で
確
定
申
告
書
を
送
信
す
る
際
は
、

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.n
ta.go.jp

/

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
竹
田
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
税
務
署  

☎
63

－

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

　

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
を
行
う
方
を

対
象
に
、
令
和
元
年
分
所
得
の
確
定

申
告
に
向
け
た
入
力
指
導
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

疑
問
点
に
つ
い
て
入
力
指
導
会
で

相
談
す
る
方
式
を
取
り
ま
す
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
指
導
会

当
日
ま
で
に
伝
票
の
整
理
と
入
力
を

行
っ
た
う
え
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
21
日
、
28
日
、
３
月
６

日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）
の
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
今
年
度
よ
り
開
催
時
間
を
変
更
し

ま
す
。

※
２
月
21
日
の
み
午
前
10
時
か
ら
１

時
間
程
度
、「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
光

デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
法
定
調
書
の
提

出
の
義
務
化
」
な
ど
改
正
内
容
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

場
所　

２
月
21
日
は
市
役
所
本
庁
舎

３
階
会
議
室
、
２
月
28
日
と
３
月
６

日
は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室
１

対
象　

経
営
改
善
の
た
め
に
パ
ソ
コ

ン
で
農
業
簿
記
を
行
う
方
で
、
決
算

後
経
営
分
析
を
行
う
方

持
参
物　

パ
ソ
コ
ン
、
ソ
フ
ト
Ｃ

Ｄ
、
決
算
書
類
等

講
師　

ソ
リ
マ
チ
㈱
の
担
当
者

申
込
期
限　

開
催
日
２
日
前
ま
で
に

農
政
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

■申
・

問 

農
政
課　

☎
63

－

４
８
０
５

　

税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご

と
に
納
め
に
行
く
時
間
や
手
間
も
か

か
ら
な
い
、
便
利
な
口
座
振
替
を
利

用
し
ま
せ
ん
か
？

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
新
規

ま
た
は
追
加
で
対
象
税
目
の
口
座
振

替
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
竹
田

市
家
庭
用
指
定
ご
み
袋
の
可
燃
ご
み

用
を
１
ロ
ー
ル
（
10
枚
）
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

対
象
期
間　

２
月
３
日
㈪
～
７
月
31

日
㈮

対
象
税
目　

市
県
民
税
（
普
通
徴

収
）・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
）・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
）

申
込
方
法　

税
務
課
、
各
支
所
地
域

振
興
課
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関

窓
口
（
但
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除

く
）
に
通
帳
と
通
帳
用
の
印
鑑
を
持

参
し
、
備
え
付
け
の
口
座
振
替
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
を
受
付

後
、
指
定
ご
み
袋
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
金
融
機
関
で
手
続
き
を
さ
れ
る
場

合
は
、
登
録
し
た
い
税
目
が
わ
か
る

納
付
通
知
書
ま
た
は
領
収
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
依
頼
書
を
備
え
て
い
る
金

融
機
関　

大
分
銀
行
（
竹
田
支
店
）・

豊
和
銀
行
（
竹
田
支
店
）・
大
分
県

信
用
組
合
（
竹
田
・
久
住
支
店
）・

大
分
県
農
業
協
同
組
合
（
竹
田
・
拝

田
原
・
荻
・
久
住
・
直
入
支
店
）・

市
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・

九
州
労
働
金
庫
（
竹
田
支
店
）

注
意
事
項　

対
象
者
は
口
座
振
替
依

頼
書
に
記
載
す
る
口
座
名
義
人
で

す
。
複
数
税
目
が
あ
っ
て
も
１
件
と

し
ま
す
。
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

口
座
振
替
を
申
し
込
む
場
合
は
、
税

務
課
及
び
各
支
所
地
域
振
興
課
へ
の

提
出
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

対
象
外
と
な
る
場
合

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
口
座
振

替
を
中
止
し
た
場
合

○
登
録
済
み
の
金
融
機
関
や
口
座
の

変
更
を
す
る
場
合

○
対
象
税
目
の
課
税
が
な
い
場
合

問 

税
務
課
管
理
係　

☎
63

－

１
１
１

１
（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
を

農
業
簿
記

「
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
」

確
定
申
告
入
力
指
導
会

税　

金

竹
田
市
税
等
「
口
座
振
替
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

　５月12日㈫～ 17日㈰に大分県立美術館で開催される「美術展」に
出品する作品を募集します。
資格　 県内に在住する60歳以上（昭和36年４月１日以前に生まれた

方）でアマチュアの方
作品　出品者個人が創作し、未発表のもの。各部門とも１人１点
テーマ　特に定めない
出品料等　無料
出品部門（７部門）
○日本画の部　日本画、水墨画
○洋画の部　油絵、アクリル画、水彩、素描、版画、パステル画
○彫刻の部　彫刻、その他立体作品
○工芸の部　陶芸、染織、漆芸、金工、木竹、人形、その他
○書の部　漢字、かな、篆刻、調和体及び前衛、刻字を問いません
○写真の部　カラー、モノクロは問いません
○集団創作（工芸）の部　陶芸、染織、漆芸、金工、木竹、人形、その他
※ 集団創作の部と前年度最優秀賞受賞者の同一部門からの作品は審

査対象外とします。
※各部門とも詳細な規格要領は、高齢者福祉課までお問い合わせください。
申込方法　 ２月５日㈬～３月19日㈭の間に高齢者福祉課、各支所地

域振興課に備え付けの出品申込書を提出してください。
問 高齢者福祉課　☎63-1111（内線135）

第31回豊の国ねんりんピック 「美術展」の作品募集
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金

融
機
関
等
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う

え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利

で
す
。
ま
た
、
早
割
・
前
納
で
納
付

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
、
お
得

で
す
。

　

口
座
振
替
の
振
替
方
法
は
、
次
の

５
種
類
か
ら
選
ん
で
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
２
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月

分
）

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

③
６
か
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、

10
月
～
翌
年
３
月
分
）

④
当
月
末
振
替
（
早
割
）
※
通
常
の

納
付
期
限
よ
り
も
１
か
月
早
く
振
り

替
え
ま
す
。

⑤
翌
月
末
振
替 

※
保
険
料
の
割
引

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
口
座
振
替
で
の
２
年
前
納
・
１
年

前
納
・
６
か
月
前
納
（
４
月
～
９
月

分
）
の
申
込
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま

で
で
す
。

　

ま
た
、
初
回
振
替
は
４
月
末
で
、

原
則
、
前
月
分
と
各
前
納
分
の
振
替

に
な
り
ま
す
。（
２
年
前
納
の
場
合

は
25
か
月
分
）

※
保
険
料
が
一
部
免
除
さ
れ
た
方

は
、
口
座
振
替
の
前
納
制
度
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金

融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

１
２
１
１

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎

年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年

間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
方

に
は
、
お
知
ら
せ
の
文
書
と
支
給
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
険
健
康

課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
で
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類

　

支
給
申
請
書
、
お
知
ら
せ
の
文

書
、
印
鑑
、
通
帳
等
（
口
座
情
報
が

確
認
で
き
る
も
の
）、
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
、
介
護
保
険
被
保

険
者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
等
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き

る
も
の
）

※
申
請
者
（
代
理
人
を
含
む
）
の
身

元
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
等
）

問 

保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢
者
医

療
係　

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
１

７
８
・
１
７
９
）
／
大
分
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１
７
７
１
（
代
表
）

　

ス
マ
ホ
で
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
の

あ
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
お
試
し
５
０

０
円
」
と
い
う
広
告
を
見
て
注
文
。

最
近
、
同
じ
商
品
と
代
金
約
６
５
０

０
円
の
請
求
書
が
届
い
た
。
驚
い
て

業
者
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、「
５
回

の
購
入
が
条
件
の
契
約
だ
」
と
言
わ

れ
た
。
５
０
０
円
の
お
試
し
の
み
を

購
入
し
た
つ
も
り
で
、
定
期
購
入
が

条
件
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
ん
な

に
高
額
な
ら
注
文
し
な
か
っ
た
。
何

と
か
な
ら
な
い
か
、
と
い
っ
た
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
信
販
売
で
購
入
し
た
際
の
解
約

は
業
者
が
定
め
た
規
約
に
従
う
必
要

が
あ
り
、
一
方
的
に
解
約
は
で
き
ま

せ
ん
。
購
入
す
る
と
き
は
「
解
約
・

返
品
で
き
る
場
合
の
条
件
」
等
を

し
っ
か
り
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問 

市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
）
☎
63

－

４
８
３
４
※
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金

曜
の
平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費

生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア

イ
ネ
ス
）
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０

９
９
９

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

後
期
高
齢
者
医
療

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
ま
す

消
費
者
行
政

お
試
し
だ
け
の
つ
も
り
が
定
期

購
入
契
約
だ
っ
た

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

　上下水道課では水道水の安全
確保のため、水道法に基づき定
期的な水質検査を行っています。
　水道法の施行規則では、新年
度に行う水質検査の内容につい
て「水質検査計画」を策定し、
需要者へ公表することとされて
います。
　これに伴い、上下水道課では
「令和２年水質検査計画」を策
定しましたので、閲覧を希望さ
れる方は上下水道課までお越し
ください。なお、閲覧は３月２日
㈪から（土・日・祝日を除く、
午前８時30分～午後５時）とな
ります。

問 上下水道課　☎63-4836

「令和２年水質検査計画」

を策定しました

広報たけた  令和２年２月号 18



たけたんインフォ

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
お
子
さ
ま
の
小
学
校
や
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
ご
家
庭
に

対
し
、
市
が
給
食
費
や
学
用
品
等
の

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
者
は
市
内
に
居
住
し
、
市
内

の
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
（
ま
た

は
就
学
予
定
の
）
お
子
さ
ま
の
保
護

者
で
、
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護

の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
方
、

市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
を
受

け
た
方
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
、
保
護
者
の
世
帯
全

員
の
収
入
総
額
が
少
な
く
、
生
活
が

経
済
的
に
厳
し
い
等
、
就
学
援
助
の

認
定
基
準
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

令
和
２
年
４
月
に
小
・
中
学
校
へ

入
学
予
定
の
お
子
さ
ま
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
場
合
は
入
学
準
備
金
を
３
月

末
に
支
給
し
ま
す
。

　

就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

就
学
予
定
の
小
・
中
学
校
ま
た
は
学

校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

学
校
教
育
課　

☎
63

－

４
８
３
３

　

農
業
委
員
会
で
は
令
和
２
年
７
月

19
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

募
集
人
数　

農
業
委
員
13
人
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
35
人

※
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ

い
て
は
地
区
（
18
地
区
）
ご
と
の
募

集
に
な
り
ま
す
。

任
期　

令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら
３

年
間

応
募
方
法　

「
推
薦
」
と
「
自
ら
の

応
募
」
の
２
種
類
に
よ
る

※
応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
「
農
業

委
員
会
だ
よ
り 

第
15
号
」
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
と
応
募
用
紙
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　

問 

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
63

－

４

８
１
５

　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
で
は
、
施

設
の
有
効
活
用
を
目
的
に
「
健
康
増

進
」
ま
た
は
「
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
」

に
関
す
る
事
業
を
行
う
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

使
用
場
所　

竹
田
市
大
字
会
々
２
２

５
０
番
地
１　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

１
階
か
ぼ
す
の
間
（
た
た
み
10
畳
和

室
）

※
原
則
、
現
状
で
の
貸
し
出
し
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

使
用
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
令
和
３

年
３
月
31
日
㈬
の
12
か
月
間

※
期
間
満
了
後
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
別
途
協
議

募
集
期
間　

２
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

利
用
料　

所
定
の
施
設
利
用
料
が
必

要
（
概
ね
の
利
用
料
に
つ
い
て
は
、

商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

選
考　

書
類
審
査
に
よ
る
選
考
と
し

ま
す
。
選
考
の
結
果
、
合
格
者
が
複

数
と
な
っ
た
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
①
使
用
者
に
本

市
の
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
、
②

暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団
若
し
く
は

暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
者

で
な
い
こ
と
も
選
考
基
準
と
な
り
ま

す
。

添
付
書
類　

①
市
税
の
「
納
税
（
完
納
）
証
明
書
」

※
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課
に
て
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
は
身
分
証
明
書
（
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
と

手
数
料
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

②
暴
力
団
等
で
な
い
こ
と
の
誓
約
書

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
を

添
え
て
商
工
観
光
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
と
暴
力
団
等
で
な
い
こ
と

の
誓
約
書
は
商
工
観
光
課
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竹
田
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
す
。

※
施
設
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
使
用
者
が
決
定
し
た
場
合
は
、
改

め
て
「
行
政
財
産
使
用
許
可
申
請
書
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問 

商
工
観
光
課　

☎
63

－

４
８
０
７

　

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
身
近
な
存
在
と
し

て
国
有
林
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

就
学
援
助

就
学
援
助
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

募　

集

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
に
お
け

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

令
和
２
・
３
年
度 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

公営住宅の入居者を募集します

１．公営住宅（13戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

玉来第１団地 ２ 単身可

玉来第２団地 １ 単身可

下矢倉団地　Ｄ棟 １ 世帯

荻
栄住宅 １ 世帯

桜住宅 １ 世帯

久住

桐迫住宅 ２ 単身可

さくら住宅　Ｂ棟 １ 単身35歳以下

さくら住宅　Ｃ棟 ２ 単身35歳以下

直入
直入スカイビュー団地 １ 世帯

芹川団地 １ 世帯

２．特定公共賃貸住宅（５戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

七里団地　Ｅ棟 １ 世帯

七里団地　Ｆ棟 １ 単身35歳以下

七里第２団地　Ｂ棟 ２ 単身35歳以下

直入 ドイツ村住宅 １ 世帯

申込方法　竹田市住宅管理センター（市役所建設課横）

または各支所地域振興課に備え付けの入居申込書に必要

事項を記入のうえ、提出してください。

※入居資格には所得等の条件があります。詳しい内容

についてはお問い合わせください。

募集期間　２月５日㈬～ 14日㈮　※土･日･祝日を除く

抽　選　日　２月20日㈭　午前10時～（市役所）

入居指定日　３月16日㈪または４月１日㈬

※次回の募集月は５月です。詳細は大分県住宅供給公

社のホームページをご覧ください。

問 竹田市住宅管理センター　☎63-4400

2020年２月発行19



※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

う
、
国
有
林
の
役
割
や
現
状
等
の
情

報
を
お
知
ら
せ
し
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　

60
人
程
度

依
頼
期
間　

４
月
１
日
～
令
和
４
年

３
月
31
日
（
２
年
間
）

依
頼
内
容　

○
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
ご
意
見
、

ご
提
言
等
の
報
告
、
当
局
広
報
誌
へ

の
投
稿

○
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

（
任
期
中
１
～
２
回
、
希
望
者
の
う

ち
一
定
数
）

応
募
資
格　

九
州
・
沖
縄
８
県
に
お

住
ま
い
の
20
歳
以
上
（
令
和
２
年
４

月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
森
林
・
林

業
及
び
国
有
林
に
関
心
を
お
持
ち
の

方※
国
会
及
び
地
方
議
会
議
員
、
地
方

公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務

員
、
国
有
林
野
事
業
職
員
Ｏ
Ｂ
、
森

林
・
林
業
担
当
の
自
治
体
職
員
並
び

に
平
成
30
～
令
和
元
年
度
に
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
で
あ
っ
た
方
を
除
く
。

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

※
九
州
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
募
フ
ォ
ー
ム
（h

ttp
s://w

w
w

.

co
n

ta
ctu

s.m
a

ff.g
o

.jp
/rin

y
a

/

kyu
syu

/fo
rm

/200108.h
tm

l

）

か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

 

必
要
事
項 

○
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
生

年
月
日
・
年
齢
・
職
業
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
電

話
番
号
（
固
定
・
携
帯
電
話
）

○
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ

か
け
（
具
体
的
に
）

○
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
理

由
（
１
０
０
字
程
度
）

※
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
従
い
、
適

正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

応
募
期
限　

２
月
26
日
㈬
消
印
有
効

発
表　

選
考
結
果
は
３
月
末
日
ま
で

に
依
頼
状
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■申
・

問 

九
州
森
林
管
理
局
企
画
調

整
課
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
（
〒
８

６
０

－

０
０
８
１　

熊
本
市
西
区
京

町
本
丁
２

－

７
）

☎
０
９
６

－

３
２
８

－

３
６
４
２

FAX
０
９
６

－

３
２
８

－

３
６
４
３

E-m
ail:ky_kikaku

@
m

aff
.g

o
.jp

期
日　

３
月
８
日
㈰

会
場　

竹
田
市
役
所

職
種　

事
務
職
（
正
規
職
員
）

職
務
内
容　

一
般
事
務
・
国
営
大
野

川
上
流
事
業
受
益
地
内
（
竹
田
市
・

阿
蘇
市
・
産
山
村
）
の
畑
地
か
ん
が

い
排
水
施
設
の
維
持
管
理
及
び
配
水

管
理

試
験
内
容　

一
般
教
養
・
面
接
試
験

採
用
日　

令
和
２
年
４
月
１
日

勤
務
地　

荻
柏
原
土
地
改
良
区
事
務

所
内
（
竹
田
市
荻
町
馬
場
４
２
６
番

地
１
）

受
付
期
間　

２
月
26
日
㈬
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
）

※
農
林
整
備
課
及
び
各
支
所
地
域
振

興
課
に
試
験
案
内
と
申
込
書
を
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

問 

農
林
整
備
課
大
野
川
上
流
推
進

室　

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
２
７

１
・
２
７
３
）

　

県
内
の
商
工
会
に
お
い
て
、
中
小

企
業
者
の
支
援
・
育
成
に
従
事
す
る

経
営
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
数　

４
人
程
度

受
験
資
格

⑴
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
の
満
年

試　

験

令
和
元
年
度 

大
野
川
上
流
地
域
維

持
管
理
協
議
会
職
員
採
用
試
験

大
分
県
商
工
会
連
合
会 

経
営
指
導
員

等
採
用
候
補
者
選
定
試
験

　くじゅう連山をこよなく愛した昭和の文豪・川端康成と、
彼を誘った髙田力蔵・白壁康の２人の画家。彼らの功績を称
え、また2016年に新たに誕生した国民の祝日「山の日」にち
なんだ第５回「くじゅうの山」絵画コンクールを開催します。
テ　ー　マ　 くじゅう連山が見える風景（但し、竹田市側から

描いた風景に限る）
応募期間　６月８日㈪～ 26日㈮まで
応募資格　一般の部（18歳以上を対象）
作品規定　油絵（大きさは３号～ 20号）
審　査　員　日名子金一郎先生（大分県美術協会会長）ほか
表　　彰　 最優秀賞１点（20万円）、優秀賞５点（各３万円）、

佳作数点
応募方法　作品カードに必要事項を記入して、作品裏面の右
下に貼付し、久住支所地域振興課に持ち込むか、郵送で送付
してください。作品カードは竹田市公式ホームページからダ
ウンロードできます。

■申 ・問 久住支所地域振興課（〒878-0201 竹田市久住町大
　　　  字久住6161-1）☎76-1111

「くじゅうの山」絵画コンクール作品募集

広報たけた  令和２年２月号 20



たけたんインフォ

齢
が
34
歳
未
満
（
昭
和
60
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
大
学

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

⑵
経
営
改
善
普
及
事
業
及
び
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
方

⑶
簿
記
検
定
試
験
制
度
３
級
以
上
の

資
格
を
有
し
て
い
な
い
方
は
、
採
用

後
速
や
か
に
同
級
以
上
の
資
格
取
得

が
可
能
な
方

１
次
試
験
日
時　

２
月
15
日
㈯　

午

前
10
時
～

会
場　

大
分
県
中
小
企
業
会
館
（
大

分
市
金
池
町
３

－

１

－

64
）

内
容　

専
門
試
験
・
能
力
試
験
・
適

性
試
験

２
次
試
験　

３
月
上
旬
予
定

採
用
時
期　

令
和
２
年
４
月
１
日

募
集
締
切　

２
月
10
日
㈪

※
詳
し
く
は
大
分
県
商
工
会
連
合
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.

oita-shokokai.or.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■申
・

問 

大
分
県
商
工
会
連
合
会
総

務
課　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

９
５
０

７

　

再
就
職
を
目
指
す
求
職
者
の
皆
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
18
日
㈫　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３

－

１
）　

参
加
料　

無
料

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分　

☎
０
９
７

－

５
２
９

－

８
６
１
５

　

障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る

た
め
、
障
が
い
者
と
事
業
主
を
対
象

と
し
た
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
障
が
い
者
の

方
や
事
業
主
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
27
日
㈭　

午
後
２
時
～

４
時

会
場　

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）
２

階
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」

※
「
精
神
・
発
達
障
が
い
者
し
ご
と

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
も
同
日
開

催
し
ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野　

☎
０
９
７
４

－

22

－

８
６
０
９

日
時　

３
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭　

午

前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
25
分

会
場　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

会
員
１
万
２
１
０
０
円

（
会
員
外
１
万
４
８
５
０
円
）
と
テ

キ
ス
ト
代
１
３
４
０
円

日
時　

３
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮　

午

前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
45
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

説
明
会
等

公
共
職
業
訓
練 

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会

障
が
い
者
就
職
面
接
会

講　

習

小
型
車
両
系
建
設
機
械
運
転
特

別
教
育（
機
体
重
量
３
ト
ン
未
満
）

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

　不動産の所有者が死亡した後、相続登記をされないと「売

買したくても所有権移転登記ができない」「相続人が増えて

連絡が取れない相続人がいる」「所有者が分からず、災害復

旧のための工事が進まない」など、さまざまな問題が発生

します。相続登記は速やかに行うようにしましょう。

　法務局では各種相続手続きのために、戸除籍謄抄本の束

の代わりとして、法定相続情報一覧図を交付する法定相続

情報証明制度を運用しています。一覧図は相続登記のほか

に、預貯金の払戻しや相続税の申告などにも使えます。

　また令和３年３月31日までは、市街化区域外の土地で不

動産の価格が10万円以下の土地について、相続による所有

権移転登記を申請する場合は登録免許税が免除されます。

※相続登記申請書の様式は法務局のホームページからダウ

ンロードできます。

※相続登記申請については大分地方法務局竹田支局（☎62-

2315）にご相談ください（完全予約制）。

問 大分地方法務局登記部門　☎097-532-3161

　大分県司法書士会では、２月の１か月間を「相続登記は

お済みですか月間」と定め、無料相談を行っています。

　各司法書士事務所が相続登記手続きをはじめ、遺言、遺

産分割など相続に関する相談に応じます。

期間　２月３日㈪～ 28日㈮の午前９時～午後４時

　　　（土・日・祝日を除く）

問 大分県司法書士会　☎097-532-7579

相続登記はお済みですか？

２月は「相続登記はお済みですか月間」です

2020年２月発行21



たけたんインフォ／ふるさと求人情報／婚活コラム

　
引
き
合
わ
せ
た
男
女
が
、
い

つ
の
間
に
か
お
付
き
合
い
し
て

い
ま
し
た
。
あ
か
ら
さ
ま
な
お

見
合
い
で
は
な
く
、
な
ん
と
な

く
合
い
そ
う
だ
な
ぁ
と
場
を

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
フ
ィ
ッ
ト
す

る
感
じ
が
あ
り
、
自
然
と
惹
か

れ
あ
っ
て…

。

　
そ
ん
な
２
人
を
見
て
、
以
前

婚
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
１
人
の

男
性
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
何
度
お
見
合
い
を
し
て
も

「
ピ
ン
と
こ
な
い
」
と
言
い
、

「
で
も
１
度
じ
ゃ
わ
か
ら
な
い

か
ら
」
と
デ
ー
ト
を
続
け
る
の

で
す
が
、
テ
ン
シ
ョ
ン
の
低
さ

が
バ
レ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
。
２
度
目
、
３
度
目
の
デ
ー

ト
で
振
ら
れ
て
し
ま
う
の
で

す
。

　
そ
ん
な
彼
が
、
あ
る
日
の
お

見
合
い
の
帰
り
に
突
然
、
私
の

と
こ
ろ
に
現
れ
た
の
で
す
。

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」
と

聞
く
と
「
今
日
の
方
、
よ
か
っ

た
で
す
！
本
当
に
よ
か
っ
た
で

す
！
」
と
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に

お
付
き
合
い
が
始
ま
り
、
１
か

月
後
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ
と
い
う

ス
ピ
ー
ド
結
婚
で
し
た
。

　
私
は
彼
ら
に
特
別
な
サ

ポ
ー
ト
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

や
っ
た
こ
と
は
「
世
の
中
に
は

き
っ
と
愛
し
合
え
る
人
が
い

る
。
勇
気
を
持
っ
て
出
会
う
こ

と
を
は
じ
め
て
欲
し
い
」
と
願

い
、
伝
え
、
引
き
合
わ
せ
た
だ

け
。

　
２
人
に
と
っ
て
心
地
よ
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て

い
け
ま
す
よ
う
に
。

竹
田
え
ん
む
す
び
は
コ
チ
ラ
か
ら

↓h
ttp

://take
ta

-e
n
.in

fo
/

竹
田
の
婚
活
を〝
の
ぞ
き
見
〞コ
ラ
ム
⑭

運命の出会いは、どこかにあるものではなく、作り、育てるもの

竹
田
え
ん
む
す
び
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー

合
同
会
社
ｆ
ｕ
ｆ
ｕ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
史
帆

受
講
料　

会
員
９
３
５
０
円
（
会
員

外
１
万
２
１
０
０
円
）
と
テ
キ
ス
ト

代
１
１
０
０
円

※
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止

■申
・

問 
（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準

協
会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７

４

－

26

－

４
１
１
５
／
FAX 

０
９
７
４

－

26

－

４
１
４
６

　

放
送
大
学
で
は
10
代
か
ら
90
代
の

幅
広
い
世
代
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
な

ど
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学
大
分

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
７
７

－

67

－

１
１
９
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

出
願
期
間　

第
１
回
は
２
月
29
日

㈯
、
第
２
回
は
３
月
17
日
㈫
ま
で

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

２
月
９
日

㈰
、
３
月
８
日
㈰

　

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
、

不
当
な
要
求
等
の
困
り
ご
と
に
つ
い

て
、
弁
護
士
や
暴
力
団
担
当
警
察
官

及
び
暴
力
追
放
相
談
委
員
が
、
面
接

ま
た
は
電
話
に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

２
月
25
日
㈫　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
０
９
会

議
室
（
大
分
市
府
内
町
１

－

５

－

38
）

問 

公
益
財
団
法
人
暴
力
追
放
大
分

県
民
会
議　

☎
０
９
７

－

５
３
８

－

４よ

７な

０お

４し

放
送
大
学

４
月
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

相
談
所

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　　　　      ふるさと求人情報

①事務・販売員 １人 14万円

②看護補助者 １人 14.5～17.1万円

③給油所スタッフ １人 14.3～17.9万円

④清掃員 １人 12.4～13.4万円

⑤生活・就労支援員 ２人 21万円

⑥栄養士または管理栄養士 １人 17.2万円

⑦医療事務 １人 13.7～25万円

⑧弁当製造・販売 １人 18～25万円

⑨営業 １人 19～36万円

⑩配管工 ２人 20～25万円

⑪食品製造 １人 15～18万円

⑫牧場作業員 ３人 21万円

〔パート求人〕（時給）

⑬販売員 １人 800円

⑭事務補助 １人 900円

⑮パック作業員 １人 900～950円

⑯家庭教師 ２人 1500～3000円

⑰介護職員 ２人 800～900円

⑱保育士 １人 810円

⑲切込、洗浄、清掃 ２人 930～1100円

⑳和菓子製造 １人 800円

㉑調理員 １人 800～870円

㉒商品のレンタル及び販売スタッフ １人 900～1000円

㉓介護補助 １人 790～850円

㉔清掃員 １人 790円

問 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

地元で働いて
　みませんか？
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休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

2月の休日及び夜間の在宅当番医院

小児科外来休日当番医院

当番日 医　療　機　関

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

76-0008

63-2016

63-2304

63-3241

64-7777

63-2016

63-3241

63-2083

63-3387

64-9000

64-7777

竹田医師会病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

伊藤医院

柚須医院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

志賀内科

秦医院

竹田診療所

古島眼科

大久保病院

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

柚須医院

くどう循環器科・内科

竹田医師会病院

大久保病院

柚須医院

竹田医師会病院

志賀内科

須小耳鼻咽喉科

竹田クリニック

大久保病院

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-3241

63-2270

63-2006

63-2083

75-2222

63-2016

63-3241

64-7777

63-3241

63-2083

63-2246

62-4014

63-2407

64-7777

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確
認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束
処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医
療情報ほっとネット」で公開しています。

第49回  小児科医にとっての商売繁盛とは？

　大
分
県
内
12
市
で
診
察
を
し
て
い

る
私
は
、
毎
年
馴
染
ん
だ
各
地
域
で

の
初
詣
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年

は
竹
田
の
扇
森
稲
荷
神
社
（
こ
う
と

う
さ
ま
）
に
初
め
て
詣
で
ま
し
た
。

九
州
三
大
稲
荷
の
ひ
と
つ
で
、
大
分

県
一
の
高
さ
の
大
鳥
居
も
有
名
で
す
。

　急
な
階
段
と
伏
見
稲
荷
を
彷
彿
さ

せ
る
鳥
居
並
木
を
楽
し
ん
で
い
る
と

き
に
、
息
を
切
ら
し
た
連
れ
が
不
意

に
「
こ
こ
は
商
売
繁
盛
の
神
様
だ
け

ど
、
小
児
科
は
繁
盛
し
な
い
ほ
う
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
問
い
か
け

て
き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
な
質
問
に

私
は
、「
も
ち
ろ
ん
、
病
気
の
子
ど

も
が
た
く
さ
ん
で
商
売
繁
盛
す
る
小

児
科
は
よ
く
な
い
ね
。
病
気
に
な
ら

な
い
コ
ツ
を
広
め
て
、
子
ど
も
が
元

気
に
育
っ
て
い
く
の
を
見
守
る
小
児

科
医
で
あ
り
た
い
し
、
そ
れ
が
小
児

科
の
商
売
繁
盛
だ
よ
」
と
返
事
を
し

ま
し
た
。

　私
が
大
分
県
を
巡
回
し
な
が
ら
各

市
町
村
と
協
力
し
て
行
っ
て
き
た
の

は
「
予
防
」
で
す
。
多
く
の
予
防
を

提
案
し
て
き
ま
し
た
。①
予
防
接
種

率
を
高
め
て
、
感
染
症
に
か
か
ら
な

い
、
か
か
っ
て
も
重
症
化
さ
せ
な
い

こ
と
、②
予
防
治
療
で
小
児
ぜ
ん
そ

く
を
治
癒
さ
せ
る
こ
と
、③
発
達
の

気
に
な
る
子
が
、
苦
手
分
野
を
克
服

し
得
意
分
野
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

る
声
の
か
け
方
や
か
か
わ
り
方
を
習

得
す
る
こ
と
で
、
療
育
施
設
や
病
院

で
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
子
ど

も
が
減
る
こ
と
、④
生
活
習
慣
病
予

防
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
早
寝
早
起

き
朝
ご
は
ん
に
努
め
る
こ
と
、
受
動

喫
煙
を
避
け
る
こ
と
、
運
動
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
、⑤
災
害
後
に
生
じ
る

子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
の
危
機
に
早
期

か
ら
支
援
す
る
こ
と
、⑥
子
育
て
環

境
を
充
実
さ
せ
て
、
産
後
う
つ
と
児

童
虐
待
を
予
防
す
る
こ
と
、⑦
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
子
ど
も
と

家
族
を
支
援
し
て
、
笑
顔
の
絶
え
な

い
地
域
を
創
る
こ
と
。

　こ
う
と
う
さ
ま
で
、「
想
い
叶
う

ま
も
り
」
を
購
入
し
ま
し
た
。
私
の

想
い
が
竹
田
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
こ

と
を
願
っ
て
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授

　是
松
聖
悟
．）

２／ ２㈰
２／ ９㈰
２／11㈫
２／16㈰
２／23㈰
２／24㈪
３／ １㈰
３／ ８㈰

ふじさわ歯科医院
竹下歯科医院
歯科筑紫医院
長湯ごとう歯科
竹田市荻歯科診療所
まつもと歯科クリニック
久住加藤医院歯科診療部
長湯ごとう歯科

☎64-1118
☎62-2662
☎76-0024
☎75-3001
☎68-3263
☎62-2400
☎76-0008
☎75-3001

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
みやわき小児科
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院

２／ １㈯
２／ ２㈰
２／ ８㈯
２／ ９㈰
２／11㈫
２／15㈯
２／16㈰
２／22㈯
２／23㈰
２／24㈪
２／29㈯
３／ １㈰
３／ ７㈯
３／ ８㈰
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学び舎／まるごと博物館

　
三
代
藩
主
久
清
公
は
、
自
分
の

故
郷
（
播
州
三
木
）
よ
り
、
政
治
・

経
済
学
者
の
熊
沢
蕃
山
を
招
聘
し

た
。
蕃
山
は
藩
の
財
政
が
潤
う
た

め
に
は
水
路
開
削
と
植
林
を
す
る

こ
と
を
示
唆
し
た
。

　
古
老
に
よ
る
と
、
城
原
八
幡
社

の
前
か
ら
雉
ヶ
平
の
水
路
を
通
し

て
明
治
、
岡
本
の
畑
を
指
し
「
水

路
が
必
ず
通
じ
る
」
と
言
っ
た
。

後
に
明
治
、
岡
本
に
水
路
が
通

じ
、
畑
一
面
が
黄
金
色
の
美
田
と

な
っ
た
。

　
堰
に
つ
い
て
は
、
昔
は
竹
や
板

で
堰
を
し
た
り
、
石
の
周
り
を
粘

土
で
固
め
た
り
し
た
が
、
す
ぐ
に

壊
れ
た
。
そ
れ
で
根
元
か
ら
石
を

積
み
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
、

天
然
の
岩
盤
を
く
り
貫
き
「
鼻
ぐ

り
水
門
」
を
築
い
た
。

　
こ
の
水
門
が
城
原
井
路
の
始
ま

り
で
あ
り
、
城
原
、
明
治
、
豊
岡

に
灌
漑
さ
れ
た
。
城
原
井
路
の
末

流
は
豊
後
竹
田
駅
裏
の

断
崖
か
ら
落
下
し
て
い

る
。

　
滝
の
名
称
の
由
来
は

色
々
あ
る
。
落
門
の
滝

に
つ
い
て
は
、
日
田
の

儒
学
者
廣
瀬
淡
窓
が
来

竹
の
折
、
滝
に
つ
い
て

の
詩
を
詠
ん
だ
。「
千

　
　
壑
入
岡
藩
　
士
庶
肩
摩
道
陌

喧
　
絶
壁
雲
懸
公
子
館
　
断
崖
泉

落
大
夫
門
」
と
詠
み
、
後
に
駅
前

の
橋
の
た
も
と
に
詩
文
の
石
碑
が

建
て
ら
れ
た
。
大
意
は
「
険
し
い

山
や
谷
の
連
な
る
岡
藩
に
入
る
と

人
は
多
く
賑
や
か
で
、
君
候
（
武

士
が
そ
の
仕
え
る
諸
候
を
呼
ぶ
称
）

の
邸
宅
は
絶
壁
の
上
に
建
ち
、
断

崖
か
ら
の
滝
は
大
夫
（
大
名
の
家

老
の
異
称
）
の
家
の
門
に
落
ち
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
」
で
あ
る
。

ま
た
所
在
地
に
因
ん
で
「
下
木
の

滝
」、
落
水
の
様
子
か
ら
「
布
引
き

の
滝
」、
遠
く
ま
た
高
く
て
は
る
か

に
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ

と
か
ら
「
雲
井
の
滝
」
と
呼
ぶ
こ

と
も
あ
る
。
本
流
の
末
水
は
下
木

を
通
り
駅
構
内
の
線
路
下
を
く
ぐ

り
抜
け
稲
葉
川
に
注
い
で
い
る
。

　
終
わ
り
に
当
た
り
、
前
述
の
ご

と
く
す
ば
ら
し
い
城
原
井
路
の
維

持
管
理
は
、
城
原
井
路
土
地
改
良

区
及
び
全
組
合
員
の
手
に
よ
っ
て

な
さ
れ
て
い
る
。
　  

（
麻
生
敞
三
）

藩が開削した城原井路

ま
る
ご
と
博
物
館

170

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
１
９
８
６
（
昭
和
61

）
年
、
宮
城

小
学
校
と
志
土
知
小
学
校
の
２
校

が
統
合
し
、
宮
城
台
小
学
校
は
開

校
し
ま
し
た
。
北
に
く
じ
ゅ
う
連

山
、
南
に
祖
母
山
が
一
望
で
き
る
緑

あ
ふ
れ
る
高
台
に
あ
り
、
特
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
か
ら
の
眺
望
は
壮
観
で
、
来

校
者
の
心
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
全
校
児
童
数
は
12

名
。

「
や
さ
し
く
、
か
し
こ
く
、
た
く
ま

し
く
、
み
ん
な
な
か
よ
し
宮
城
台
の

子
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
豊
か

な
自
然
と
、
ど
こ
ま
で
も
応
援
し
て

く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
に
囲
ま
れ
、

毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
こ
れ
ま
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
祖
父
母
や
保

護
者
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
「
三
世
代
学
級
」
の
他
、

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
開
催

す
る
合
同
運
動
会
等
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
秋
に
体
育

館
で
開
催
さ
れ
る
「
敬
老
福
祉
・
食

彩
ま
つ
り
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

「
宮
城
の
ひ
と
・
こ
と
・
も
の
」
に

つ
い
て
学
習
し
た
宮
城
郷
土
学
の
成

果
や
瀧
音
楽
祭
の
演
奏
曲
を
発
表

し
た
り
、
当
日
朝
に
つ
い
た
お
餅
を

敬
老
者
や
来
賓
の
方
々
に
配
っ
た
り

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
12

月
に
は

出
会
い
の
湯
に
お
じ
ゃ
ま
し
、
リ

コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
披
露
す
る
「
出
会

い
の
湯
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

米
・
い
も
・
ピ
オ
ー
ネ
の
栽
培
体
験

活
動
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
パ
ン

ジ
ー
な
ど
の
植
栽
活
動
、
し
め
縄
づ

く
り
、
料
理
教
室
、
竹
工
芸
や
フ
ラ

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
宮
城
台
小
学
校

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
数
多

く
の
体
験
学
習
を
地
域
の
方
の
ご
協

力
の
も
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24

年
に
は
放
課
後
の

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

「
宮
城
台
ワ
ル
が
ね
ク
ラ
ブ
」
が
開

設
し
ま
し
た
。
開
設
当
初
は
40

名
を

超
え
る
地
域
の
方
が
見
守
り
隊
と

し
て
登
録
し
て
く
だ
さ
り
、
今
年
も

20

名
を
超
え
る
方
々
が
、
下
校
後
の

子
ど
も
た
ち
の
生
活
・
学
習
指
導
及

び
安
全
確
保
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
も
少
な
い

家
庭
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
全
員

参
加
の
宮
城
台
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
環
境
美
化
・
広
報
・
体
育

的
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
開

校
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
文

集
は
70

号
に
達
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
支
え
ら
れ

育
ま
れ
て
き
た
宮
城
台
小
学
校
で

す
が
、
今
年
度
を
も
っ
て
そ
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
本
校
の
歩
み
が
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
心
の
中

で
光
と
な
っ
て
灯
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
残
さ
れ
た
期
間
、
最
後
の
一
日

ま
で
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
つ
に

な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
（
校
長
　
伊
藤
　
貴
久
生
）

↑みんななかよし宮城台の12名の子どもたち

↑学校と地域が一体となった合同運動会

↑「敬老福祉・食彩まつり」での学習発表

↑根元から石を積みコンクリートで固
めて、天然の岩盤をくり抜いた「鼻
ぐり水門」

↑城原井路の末流は豊後竹田駅裏の断
崖から落下している

く
ま
ざ
わ
ば
ん
ざ
ん

こ  

が
ね
い
ろ

が
ん
ま
ん
が
く

し  

し
ょ

は
く

け
ん

た
い  

ふ

た
い  

ふ

ち
な

く
も  

い

せ
き

か
ん
が
い

せ
ん

へ
い
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今月の読み聞かせ

開館のご案内

他200冊ほど入りました。

新刊のご案内

一般書

・落日［角川春樹事務所］ 

・狼の義　新 犬養木堂伝［KADOKAWA］

・ジャパンタウン［ホーム社］

・グレタたったひとりのストライキ［海と月社］

・桜の森の満開の下［立東舎］

・身近な「くすり」歳時記［東京書籍］

・香木三昧　大自然の叡智にあそぶ［淡交社］

・みそ玉  一日一杯のみそ汁が、不調に効く！［永岡書店］

　

児童書

・へのへのカッパせんせい１．２巻［小学館］

・いらっしゃい（とことこえほん）［童心社］

・だいじょうぶだよ　ぼくのおばあちゃん［ぱーそん書房］

・しろくまきょうだいのケーキやさん［白泉社］

・への本　おなら大百科［ポプラ社］ 

・えのぐちゃん（紙芝居）［童心社］

湊　かなえ

林　新・堀川　惠子

バリー・ランセット　著／白石　朗　訳

グレタ・トゥーンベリ他

坂口　安吾　著／しきみ　イラスト

鈴木　昶

山田　眞裕

村上　祥子

樫本　学ヴ

せな　けいこ

長谷川　和夫　作／池田　げんえい　絵

serico　絵／たきのみわこ　文 

オナラファクトリー

江波　ノッコ

　２月は如月、「おにはーそと、ふくはーうち！」…楽
しい節分の行事がありますね♫
　図書館では節分の本もたくさん取り揃えていますの
で、ぜひ足をお運びください。

　２月３日㈪～７日㈮は蔵書点検のため、図書館・
各図書室が休館となります。大変ご不便ご迷惑をお
掛けいたしますが、よろしくお願いいたします。

　人生100年時代がやってきた。95

歳の著者が自らに課してきた、日々の

ルールがここに甦る。「日常の繰り返

しこそ貴重なレッスン」知の巨人が教

えてくれる、とっておきの47の思考

法。老いるにもコツあり。

おはなしひろば　　　　　　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム　　　　　　２月 ６日㈭ 午後 ２時～ ２時30分　竹田幼稚園

　　　　　　　　　　　　　２月13日㈭ 午後 ２時～ ２時30分　南部幼稚園

たけのこ文庫のおはなし会　２月15日㈯ 午後 ３時～ ３時30分　おはなしひろば

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「老いの練習帳」

外山　滋比古　　朝日新聞出版

　「おにのパンツはいいパンツ～

♪つよいぞ～つよいぞ～♪」

　こどもたちにおなじみの「おに

のパンツ」が大きな絵本になりま

した。優しいおにと一緒に歌って

遊びましょう！

「おにのパンツ（わらべうたえほん）」

「都道府県別
　　にっぽんオニ図鑑」

山崎　敬子　文／スズキテツコ　絵　　じゃこめてい出版

鈴木博子　　チャイルド本社

児童書

２月

一般書

　２月３日は節分ですね。節分の鬼で

はなく、遊びの鬼ごっこは1300年前

からあったそうで、最も古い鬼ごっこ

は「ことろことろ」と言われています。

そんな楽しい鬼や屋根瓦の鬼など、

「日本にはいろんなオニがいるんだな

あ」と思って読んでみてください。大

分県のオニはどんなオニでしょうか？

読み
聞かせに

おすすめの
１冊

「（戦中・戦後）私の歩んだ足跡
―保健師業務の体験とその他―」

和田　アヤ子

郷土の本

　今年100歳を迎える元保健師の和田アヤ

子さんが、ご自分でパソコンを打って上梓

された一冊です。パソコンの他に絵画教室

での日本画・洋画、また写真など多才な和

田さんの100年間の軌跡が写真とともに一

冊にまとめられました。

　巻末には高齢者におすすめの健康法が追

記されています。和田さんが実践してい

らっしゃる７箇条の元気の秘訣を今から始

めて、皆さんも100歳をめざしましょう!!

2020年２月発行25



市長コラム

〈第125回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有

由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま

れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が

働くからであるという意味です。

旅
に
出
な
い
ワ
イ
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー

　
年
明
け
早
々
か
ら
大
分
合
同
新
聞
社
の
竹
田
支

局
長
で
あ
る
原
田
記
者
の
素
晴
ら
し
い
記
事
が
連

発
さ
れ
る
中
、
西
日
本
新
聞
で
は
、
旧
知
の
新
聞

記
者
で
あ
る
山
浦
修
氏
が
と
て
も
価
値
あ
る
記
事

を
書
い
て
く
れ
た
。『
旅
を
し
な
い
ワ
イ
ン
20
歳
』

と
い
う
コ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
30
年
ほ
ど
前
、
私
自
身
は
ま
だ
直
入
町
役
場
の

職
員
で
あ
っ
た
が
、
ふ
る
さ
と
農
園
や
都
市
と
農

村
の
交
流
事
業
の
企
画
が
注
目
さ
れ
、
さ
ら
に
ふ

る
さ
と
創
生
の
風
に
乗
っ
て
ド
イ
ツ
の
温
泉
地
と

の
国
際
交
流
事
業
に
も
着
手
し
た
の
を
思
い
出

す
。

　
時
空
を
越
え
て
通
用
す
る
地
域
資
源
を
活
用
し

て
、
世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
温
泉
地
を
目
指

そ
う
と
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
の
だ
。

　
『
未
来
を
語
る
者
は
世
界
を
見
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
理
念
を
生
み
出
し
、
議
会

や
商
工
会
、
農
協
の
面
々
も
参
加
し
て
海
を
渡
っ

た
。

　
先
人
た
ち
か
ら
の
夢
と
は
言
い
な
が
ら
、
小
さ

な
寒
村
か
ら
海
を
越
え
て
ド
イ
ツ
を
目
指
す
と
い

う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
う
容
易

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
や

は
り
夢
を
実
現
し
た
い
と
い
う
ロ
マ
ン
は
徐
々
に

熱
気
を
帯
び
て
村
人
の
多
く
は
ド
イ
ツ
に
向
か
っ

た
。
ふ
る
さ
と
創
生
の
１
億
円
は
実
に
有
効
に
活

用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
交
流
の
た
び
に
友
情
の
輪
が
広
が
り
、
中
学
生

た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
も
実
現
し
て
バ
ー
ト

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
は
つ
い
に
友
好
都
市
か
ら

姉
妹
都
市
へ
と
そ
の
絆
を
強
め
た
。

　
予
想
以
上
の
展
開
を
見
せ
た
の
は
、
温
泉
文
化

の
み
な
ら
ず
、
経
済
交
流
に
も
成
果
を
生
み
た
い

と
す
る
熱
意
で
あ
っ
た
。

　
交
流
か
ら
４
年
が
経
過
し
た
平
成
４
年
、
直
入

町
は
当
時
の
岩
屋
万
一
町
長
の
指
揮
の
も
と
、

『
西
洋
と
日
本
の
温
泉
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
成

功
さ
せ
た
。
体
育
館
を
会
場
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日

本
の
温
泉
研
究
者
が
集
ま
り
、
会
場
に
は
全
国
の

温
泉
地
か
ら
５
０
０
人
を
越
え
る
聴
衆
が
押
し
掛

け
た
。

　
実
は
、
そ
の
時
会
場
の
一
角
で
ト
キ
ハ
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
主
催
の
ド
イ
ツ
物
産
展
が
開
催
さ
れ

て
、
バ
ー
デ
ン
地
方
の
ワ
イ
ン
が
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
た
。
生
産
者
が
直
接
持
ち
込
ん
だ
ワ
イ
ン
は
か

つ
て
の
ワ
イ
ン
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
し

て
、
主
催
者
に
加
わ
っ
た
商
工
会
の
青
年
部
が
、

こ
れ
ら
の
ワ
イ
ン
を
限
定
で
直
輸
入
し
た
い
と
言

い
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
５
年
後
。
つ
い
に
ド
イ
ツ
の
友
人
た

ち
は
私
た
ち
の
夢
を
か
な
え
て
く
れ
た
。「
あ
な

た
た
ち
だ
け
の
た
め
に
秘
蔵
の
ワ
イ
ン
を
輸
出
し

ま
す
」
と
。

　
彼
ら
が
準
備
し
て
く
れ
た
葡
萄
畑
で
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。「
わ
が
ま
ち
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
た
『
ぶ
れ
な
い
理
念
』

ン
ゲ
ン
市
は
東
洋
の
友
だ
ち
直
入
町
と
の
永
遠
の

友
情
が
続
く
こ
と
を
祈
っ
て
、
こ
の
葡
萄
畑
を
直

入
町
に
捧
げ
る
」。
畑
に
掲
げ
ら
れ
た
銘
板
に
は

そ
う
刻
ま
れ
て
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
友
情
の
証
の
ワ
イ
ン
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
、『
フ
ロ
イ
ン
ト
・
シ
ャ
フ
ト
』（
友
情
）

と
銘
打
っ
て
直
入
町
限
定
で
上
陸
を
始
め
た
。

　
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
を
旅
し
た
知
人
が
私
を
訪
ね

て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
教
え
て
く
れ
た
。「
あ

な
た
方
が
輸
入
し
て
い
る
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
の
ワ
イ
ン
は
、
旅
を
し
な
い
ワ
イ
ン
と
い
う

こ
と
で
有
名
な
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
つ
ま

り
、
そ
の
地
域
限
定
で
大
切
に
飲
ま
れ
て
い
る
ワ

イ
ン
な
の
で
す
。
本
数
に
も
限
り
が
あ
る
か
ら
輸

出
を
し
な
い
。
飲
み
た
か
っ
た
ら
、
あ
な
た
方
が

こ
こ
ま
で
旅
を
し
て
飲
み
な
さ
い
と
宣
伝
し
て
い

る
ワ
イ
ン
な
の
で
す
よ
」
と
。

　
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
ワ
イ
ン
の
魅
力
を
高
め

た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
年
間
１
万
本
以
上
の
ワ
イ

ン
が
上
陸
す
る
こ
と
に
な
り
、
直
入
町
は
地
方
に

お
け
る
国
際
交
流
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
、
い
ま
も

『
フ
ロ
イ
ン
ト
・
シ
ャ
フ
ト
』
は
直
入
町
で
し
か

買
え
な
い
逸
品
と
な
っ
た
。

　
冒
頭
の
山
浦
氏
の
書
い
て
く
れ
た
コ
ラ
ム
で
、

30
年
前
に
ド
イ
ツ
を
目
指
し
た
若
き
日
の
自
分
に

再
会
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
と
同
時
に
、「
だ

れ
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
に
立
ち
向
か
う
時
、
大

切
な
の
は
夢
の
あ
る
展
開
を
信
じ
る
こ
と
で
あ

り
、
失
敗
を
恐
れ
て
批
判
家
に
な
っ
て
い
る
者
の

言
動
に
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
と
い

う
道
は
言
っ
た
者
で
は
な
く
、
や
っ
た
者
の
後
に

こ
そ
残
っ
て
消
え
な
い
」
と
い
う
先
人
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た…

。

←バートクロツィンゲン市の

フォルカー・キーバー市長

と。友情のワイン『フロイ

ント・シャフト』に使用さ

れる葡萄は、20年にわた

りこの葡萄畑で大切に育て

られている
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竹田でにゃんこ探し！ ほか

↑合格証書を手にする後藤孝介さんと

坂本雅子さん

　今年は2020年、2020の年です！竹田のいろんな「にゃんこ」に

ロックオンして、プレゼントをゲットしませんか？

　竹田市では現在、冬ぽか竹田キャンペーン「竹田でにゃんこ探

し！」を開催しています。温泉や高原、城下町。魅力あふれる竹田

市で、まち歩きをしながら「にゃんこ」を探す企画第２弾！不動の

人気を誇るＪＲ豊後竹田駅のニャー駅長や、長湯温泉のマスコット

「にゃがゆん」など、「にゃんこ」は全部で20匹。2020にちなんだ

プレミアムなネコたちも登場します。

　応募は簡単。インスタグラムまたはフェイスブックで、「＃竹田

にゃんこ」とハッシュタグをつけて「にゃんこ」の写真を投稿。抽

選で豊後牛や和菓子の詰め合わせ、温泉利用券や飲食券などが当

たります！

　キャンペーンは３月８日㈰まで。期間中の２月22日（ねこの日）

には、ネコのデコ巻き寿司づくりの体験イベントも行います。

　寒い冬は、竹田ならではのホッコリにゃんこ体験で、ココロもカ

ラダもあったまろう！詳しくは竹田市観光ツーリズム協会（☎

63-0585）にお問い合わせいただくか、同協会ホームページ

（https://www.taketan.jp/nyanko2020/）をご覧ください。

ニャオニャオ

at 城下町交流館「集」-SHU-

城下町交流館「集」-SHU-（竹田市大字竹田1995-1）　◎駐車場有り

土

人気の「デコ巻き寿司」作りを体験しませんか？

覚えて帰って、食卓で、パーティーで、

かわいいひとくちニャンコをみんなで分け合いましょう♪

日　程：２/22（ネコの日）　10:00 ～／ 13:30 ～

定　員：各回10名（合計20名）　

講　師：Kawanoの台所   河野叔子さん

参加費：お一人様 1,800円（材料費、お茶代込）

※参加を希望される方は

定員になり次第締め切らせて

いただきます。

宛にお申し込みください。

メール（info@taketan.jp）

場所

体験イベント
ネコの日につくる

ネコの「デコ巻き寿司」

2 22

通
訳
案
内
士
初
認
定  

世
界
に
竹
田
フ
ァ
ン
を

　
竹
田
市
を
訪
れ
た
訪
日
外
国
人
宿

泊
者
数
は
平
成
29
年
に
は
１
万
３
千

人
に
の
ぼ
り
、
平
成
25
年
か
ら
の
５

年
間
で
約
１
・
５
倍
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
平
成
30
年
１
月
に
改
正
さ

れ
た
通
訳
案
内
士
法
を
受
け
、
地
域

通
訳
案
内
士
制
度
を
導
入
。
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
同
案
内
士
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
定
の
外
国

語
（
英
語
）
能
力
を
有
し
、
外
国
人

旅
行
客
の
習
慣
や
マ
ナ
ー
に
関
す
る

知
識
、
本
市
の
歴
史
文
化
や
地
理
、

観
光
資
源
な
ど
37
時
間
の
研
修
を
受

け
た
受
講
生
の
う
ち
、
後
藤
孝
介
さ

ん
（
37
歳
・
杣
谷
）、
坂
本
雅
子
さ

ん
（
43
歳
・
大
分
市
）、
石
垣
貴
子

さ
ん
（
34
歳
・
三
重
県
桑
名
市
）
の

３
人
を
、
市
と
し
て
初
め
て
通
訳
案

内
士
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
１
月
19
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た

合
格
証
書
授
与
式
で
は
、
首
藤
市
長

が
一
人
ひ
と
り
に
証
書
を
手
渡
し
、

「
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
後
藤
さ
ん
は
「
個
性

的
な
竹
田
の
魅
力
を
伝
え
、
世
界
に

竹
田
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
通
訳
案
内
士
の
育
成

を
進
め
、
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客
や

満
足
度
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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丘
陵
地
か
ら
山
地
の
渓
流
沿
い

や
陰
湿
地
に
な
っ
た
林
内
に
生
育

す
る
高
さ
10
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で

す
。
全
体
に
白
い
軟
毛
を
散
生
し

ま
す
。
茎
は
走
出
枝
（
地
面
に
つ

る
状
に
な
り
伸
び
る
）
と
な
り
長

く
伸
び
、
し
ば
し
ば
群
落
を
つ
く

り
ま
す
。

　
対
生
の
葉
は
、
ふ
ち
に
ま
る
い

鋸
歯
の
あ
る
扇
円
形
で
す
。
長
さ

１
㌢
、
幅
が
１
・
３
㌢
ほ
ど
で
す
。

葉
柄
が
長
く
１
㌢
ほ
ど
あ
り
ま

す
。

　
春
の
頃
、
花
茎
の
先
に
鮮
黄
色

の
が
く
片
４
個
を
四
角
状
に
直
立

さ
せ
た
径
５
㍉
ほ
ど
の
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
こ
の
植
物
に
は
花
弁
は

あ
り
ま
せ
ん
。
花
が
終
わ
る
と
黄

色
の
が
く
片
は
緑
色
に
変
色
し
ま

す
。

　
和
名
の
由
来
は
花
の
色
が
黄
金

色
で
、
種
子
を
入
れ
た
蒴
果
の
は

じ
け
た
形
が
、
昼
間
閉
じ
た
猫
の

瞳
孔
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
黄

金
猫
の
目
草
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
山
系
や
く
じ
ゅ

う
山
系
の
山
麓
の
湿
っ
た
林
内
で

観
察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
里
山
の
水

路
沿
い
の
湿
気
の
あ
る
場
所
で
も

見
ら
れ
ま
す
が
、
個
体
は
少
な
い

で
す
。
花
期
は
３
月
か
ら
４
月
で

す
。

き
ゅ
う
り
ょ
う 

ち

い
ん
し
つ  

ち

り
ん 

な
い

か  

べ
ん

お

へ
ん
し
ょ
く

こ 
が
ね

い
ろ

し
ゅ  

し

さ
く  

か

ひ
る  

ま   

と

ね
こ

ど
う
こ
う

ガ
ネ
ネ
コ  

ノ    

メ  

ソ
ウ

さ
ん
ろ
く

し
め

し
っ  

け

に

コ

み
ど
り
い
ろ

な
ん
も
う

さ
ん
せ
い

く
き

の

ぐ
ん
ら
く

そ
う
し
ゅ
つ 

し

た
い
せ
い

き
ょ  

し

せ
ん
え
ん
け
い

よ
う
へ
い

か  

け
い

せ
ん
お
う
し
ょ
く

へ
ん

し  

か
く
じ
ょ
う

け
い
り
ゅ
う 

ぞ



別冊 1

忘れずに！市県民税申告

市 県 民 税 申告
　令和２年度の市県民税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料を算定するための大切な

申告です。また、児童手当、公営住宅の家賃、保育料等の算定・軽減など、各種手続きの審査要件となる

重要な資料となります。必ず申告をしましょう。

忘れずに！

申告期間 … ２月１３日（木） から ３月１6日（月） まで

まずは、申告が必要か確認してみましょう！ 

各地区の申告相談会場は裏面でご確認ください

（午前）９時～12時　受付は11時30分まで　（午後）１時～４時　受付は３時30分まで

スタート

令和２年１月１日現在の居住地は竹田市である
いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はいはい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

令和２年１月１日現在居住していた市町村で
申告してください

竹田市に住む親族が、あなたを税制上の扶養
親族として申告、または年末調整をしている 

日本年金機構へ「公的年金等受給者の
扶養親族等申告書」を提出した

医療費／社会保険料／生命保険料控除や
扶養控除などの控除を追加したい

医療費／社会保険料／生命保険料控除
や扶養控除などの控除を追加したい

年末調整を受けた会社以外
にもらっている給料がある

申告は不要です

申告は不要です

申告は不要です
申告は不要です申告が必要です

申告が必要です

前年中（１月１日～ 12月31日）に収入がある

所得税の確定申告をしている

収入は公的年金のみだった

会社で年末調整を受けた

※非課税収入（遺族年金･障害年金･失業給付など）
　のみの方は「いいえ」へ

次に該当する方ですか？
65歳未満の方（昭和30年１月２日以降生まれ）

　……年金収入が980,000円以下

65歳以上の方（昭和30年１月１日以前生まれ）

 　……年金収入が1,480,000円以下

公的年金以外の収入は、給与収入のみだった
※農業・営業・不動産等の収入がある方は「いいえ」へ

※確定申告が必要な場合もあります。
※会社から竹田市に給与支払報告書の提出
　がない方は、申告が必要になります。
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忘れずに！市県民税申告

申告相談日程表（荻・久住・直入）

市県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

○ 荻・久住・直入地域の方で、各支所での申告相談に行けない方は、本庁での竹田地域の申告相談期間に

申告することもできます。（３月２日㈪から16日㈪まで）

○ 申告期間中は、税務課の職員が各会場に出向いています。市役所税務課にお越しいただいても相談はお

受けできません。申告は各会場へお越しください。　

地 

域

荻

久

　住

直

　入

日 時

２月13日㈭

自　治　会　・　地　区　名

会 場
午前９時～12時（受付11時30分まで）午後１時～４時（受付３時30分まで）

久住支所

３階会議室

直入支所

大会議室

荻支所

会議室

新藤　南河内　馬背野 馬場　高城　恵良原

２月27日㈭ 原口　名子山　釘小野　城後 二又　梶屋　草深　橘木　神の原

２月28日㈮ 仲村　藤目　山浦　飛竜野 小津留　塩手　須郷　平沢水

２月14日㈮

２月17日㈪

２月18日㈫

２月19日㈬

２月20日㈭

２月21日㈮

２月25日㈫

２月26日㈬

桜町東　桜町西　桜町南　桜町栄 桑木　木下　政所　藤渡

瓜作　宮平　田代　西福寺　

鴫田　北原

老野　塔立　小倉　小倉峠

まほろばの丘　柚木　峰越

古屋敷　千人塚　千人塚本町

千人塚栄町　千人塚中央

千人塚新町　石原　六反原

宮処原　広内

東部　栢木　古市　池の口　

池の口住宅　さくら住宅

冷川　馬場　仏原　須崎　石田　

市　都野その他

本町　下町　飛森　杉小野

塔の原　岳麓寺　板切　小柳

向原

田向町　田向住宅　桐迫住宅　

新町　新町住宅　

有氏　湯の上　七里田　法華院　

今村　境川　室　新妍住宅

仲村　阿蔵野　阿蔵野東

神馬

加良登　加生島　青柳　山中

建宮　道園　牧ノ元　平木　

赤川　久住その他

巣原　白丹町　添ヶ迫　仲原　

瀬戸杉の原　タカノ巣　稲葉　

梅の木　後山　荻の迫

仲原住宅　白丹住宅

宮原　丸山　陽谷　寺原　中通

東小路　西小路　尾登　米賀　

添ヶ津留　南稲葉　白丹その他

長野　日向塚　栃原　原

柚柑子東原　柚柑子日向

柚柑子

籾山　冬田　天神町　長生湯

丸山　元町　花立　ドイツ村

福祉センター　南　美晴が丘

スカイビュー直入

沢水　辻　山中　芋の迫

南ヶ代　湯の香　大和町

尚栄町　新栄町　本町　上町

御前湯　山脇

神堤　上野　南原　四ツ口　

筒井　桑畑上　桑畑中　桑畑下

芹川団地　新田　下河原

陽目　仏面　叶野　高練木　

柏原　大平　
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申告相談日程表（竹田地域）

市県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

日 時

３月２日㈪

３月３日㈫

３月４日㈬

３月５日㈭

３月６日㈮

３月７日㈯

３月９日㈪

３月10日㈫

３月11日㈬

３月12日㈭

３月13日㈮

３月14日㈯

３月16日㈪

自　治　会　・　地　区　名

会 場
午前９時～12時（受付11時30分まで）午後１時～４時（受付３時30分まで）

市役所本庁

３階会議室

倉木下　倉木上　井手の上　名子 田井　横平　吐合　中角　辻原

次倉　高山　宮戸　瀬の口

次倉中央　妙見

九重野田原　久小野　紺屋　

緩木　滝部　百木　九重野小川

宮山　坂上　真菰　中村　

立石　枝

挟田　濁淵　羽恵　上坂下　

坂下　小賀

十一　小仲尾　荻迫　

橋宇津　前田平　田平

上平田　折立　植木政所　

鬼田　長慶　植木小高野

大仲寺　泉水　大津留　太田政所

姿岩本　太田原

入田小高野　矢原　河宇田　

笹尾　長小野　牧　出合

紙漉　米納　神町　宮の上　柚長

雉ヶ平　高伏　法泉　轟木

木原　下坂田東　下坂田西　福原

下深迫　上深迫　神川　鉢山

北尾鶴　長田尾　小川　熊地

上川床　志土知　炭竈　上坂田東

久保　三本松　下志土知

市用　下志土知下　下志土知上

川床下　川床米納戸　上坂田西

古園　刈小野下　刈小野　上畑

下田　穴井迫　薊菜　渡瀬　漆迫

大津留上　大津留下　下矢倉団地

松恵　向山田　岩瀬　栃鶴　

松円　下矢倉　音羽

下木　上下木　三砂　屏風ヶ淵

天神　飛田川田原　田原東　荒巻

坂折　塩付　中飛田　上飛田

赤坂　下平田　七里　千引

七里団地　ニュータウン七里

ニュータウン七里南

阿蔵　西中　西　吉田
桜瀬　拝田原　東　東中　中尾

恵良　大正　岩本

上鹿口　鹿口　上平　

一本木　鏡

小塚　旧池部　池部　田代　平井

原山　菅生中央　下菅生北　

下菅生南　上菅生　戸上　西戸上　　

楠野　下今　上今　国方　戸上南

西古町　東古町　浦町　

慶順町　中本町　下本町　

東本町　下町　府内町

山手　山川　鬼ケ城　鷹匠町　

片ケ瀬　城北町　川向

向町　田町　新町　上本町　上町

殿町　久戸　寺町　溝川　

茶屋ノ辻　上角東　上角西　杣谷

岡城通り　提灯谷　鬼ケ城住宅

自治会等の指定はありません。申告がまだお済みでない方や、指定の

相談日に来場できなかった方などを対象とします
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（１）印鑑（認印可）

（２）所得の計算に必要な、収入や経費などがわかるもの

　　　　給与所得者 ………… 源泉徴収票または給与明細書、給与支払証明書など

　　　　年金所得者 ………… 源泉徴収票

　　　　営業、農業、不動産所得のある人 ……  収入・必要経費がわかる書類

　　　　　　　　　　　野菜、牛などの売上伝票、新しく機械等を購入した場合はその販売証明など

（３）各種控除に必要な証明書、領収書など（平成31・令和元年中に支払ったもの）

　　　　雑損控除 …………… 災害などに関連して支払または給付を受けたことが分かる領収書等

　　　　医療費控除 ………… 病院、薬局の領収書、介護保険サービス利用料領収書 （医療費控除適

　　　　　　　　　　　　　　  用分）、保険金などで補てんされた金額の証明書

　　　　　　　　　　　　　　  ※個人ごと、医療機関ごとに整理して、集計しておいてください。

　　　　社会保険料控除 …… 国民年金保険料などを支払ったことが分かる領収書や証明書など

　　　　生命保険料控除 …… 生命保険・個人年金保険・介護医療保険の各種保険料控除証明書

　　　　地震保険料控除 …… 地震保険料控除証明書、旧長期損害保険料控除証明書

　　　　寄附金控除 ………… 寄附先からの領収書または寄附金受領証明書など

　　　　障害者控除 ………… 令和元年12月31日以前に交付を受けた障害者手帳など

（４）本人確認書類　　①マイナンバーカード（顔写真付き）　または

　　　　　　　　　　　　②マイナンバー通知カードと免許証または保険証など

〇特に午前中は大変混み合い、長時間お待たせする場合があります。ご了承願います。

〇事業の収入や経費について、事前に整理・計算しておいていただかないと申告書の作成に時間

を要し、長時間お待たせすることになります。

〇事業所得のある方は事前に収支内訳書を作成し、相談にお越しください。

〇混雑をさけるために各自治会、地区ごとの相談日を設けています。

〇場所や日程の都合が合わない場合は、ご都合のよい日程に各会場へお越しください。

　（事前連絡は不要です）

〇３月14日㈯は自治会・地区の指定をしていません。まだ申告がお済みでない方、指定の相談日

にご来場いただけなかった方など、ぜひご利用ください。

〇期間中、市役所税務課の窓口では作成済みの申告書類の提出のみ受付します。

　平成31年度の実績を基に申告が必要と思われる方には、１月下旬に申告書を送付していますが、申告書

が届いていない方で、郵送での申告をご希望の方は税務課までご連絡ください。 

　なお、書類は各支所地域振興課にも用意しています。

申告に必要なものをそろえましょう

市県民税申告書、農業収支内訳書を個人宛にお送りします

～申告書は会場でパソコンにより作成しますので、以下のものをご用意ください～

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

期間中は、会場が大変混み合います

各地区ごとの相談日に各会場にお越しください

申
告
相
談
の
留
意
点

問 税務課課税係　☎63－1111（内線124・125・126）
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